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平成２６年川西町議会第４回定例会会議録 (開 会) 

 

 招集年月日   平成２６年１２月 ９日  

 招集の場所   川 西 町 役 場 議 場  

 開 会        平成２６年１２月 ９日   午前１０時 宣告  

 出 席 議 員 １番 勝島 健  ２番 堀  格  ３番 伊藤彰夫  ４番 石田三郎   ５番 今村榮一  ６番 松本史郎  ７番 寺澤秀和  ８番 森本修司      ９番 杉井成行  10番 中嶋正澄  11番 芝 和也  12番 大植 正  
 

 欠 席 議 員          

 地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
町  長 竹村匡正          副 町 長 森田政美   

 教 育 長  山嶋健司         理事兼総務部長 河井美樹   

 会計管理者 寺澤伸和       福祉部長 下間章兆   

 

産業建設部長 松本雅司      教育次長  栗原 進   水道部長心得 福本哲也 
 総務課長 奥 隆至        財政課長 西村俊哉   

 まちづくり推進課長 安井洋次  

  
  監査委員 木村 衛  

 本会議に職務のため出席した者の職氏名 議会事務局長 髙間隆弘  

  議会事務局 髙木敬子  

 モニター係 飯田浩之  

 本日の会議に付した事件   別紙議事日程に同じ  

   

  会議録署名 議員の氏名   議長は会議録署名議員に次の２人を指名した  

 ９番  杉井成行  議員 10番  中嶋正澄 議員     
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川西町議会第４回定例会（議事日程）    平成２６年１２月 ９日（火）午前 10 時 00 分開会 日程 議案番号 件           名       第１   会議録署名議員の指名       第２   会期の決定       第３   諸報告            議会報告         報告第12号  定期監査報告について       第４   一般質問       第５ 承認第10号 平成26年度川西町一般会計補正予算の専決処分について    第６ 議案第53号 平成26年度川西町一般会計補正予算について    第７ 議案第54号 平成26年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について    第８ 議案第55号 平成26年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について    第９ 議案第56号 平成26年度川西町介護保険介護サービス事業勘定特別会計補正予算について       第10 議案第57号 平成26年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について       第11  議案第58号 平成26年度川西町公共下水道事業特別会計補正予算について 第12 議案第59号 平成26年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について       第13 議案第60号 平成26年度川西町水道事業会計補正予算について 第14 議案第61号 川西町議会議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正について       第15 議案第62号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について       第16 議案第63号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について       第17 議案第64号 川西町国民健康保険税条例の一部改正について       第18 議案第65号 川西町心身障害者医療費助成条例の一部改正について 
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         第19 議案第66号 川西町国民健康保険条例の一部改正について    第20 議案第67号 川西町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例の制定について    第21 議案第68号 川西町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について    第22 議案第69号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について    第23 議案第70号 川西町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について    第24 議案第71号 川西町議会の議決すべき事件に関する条例の制定について    第25 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について    第26 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について                      
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           （午前１０時００分  開会）  議   長（松本史郎君）   皆さん、おはようございます。   これより平成２６年川西町議会第４回定例会を開会いたします。  ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって、議会は成立いたしましたので、これより会議を開きます。   町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。   町長。  町   長（竹村正匡君）   皆様、おはようございます。   本日ここに、平成２６年川西町議会第４回定例会を開催いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私何かと御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。   また、平素より町政運営に関しまして格別の御理解、御協力を賜っておりますことに、重ねて御礼申し上げます。   本議会につきましては、補正予算の専決処分、平成２６年度一般会計及び特別会計補正予算、条例の制定及び改正、人事案件など、多数の案件につきまして御審議をお願いするものでございます。  何とぞよろしく御審議賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきます。  議   長（松本史郎君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。   会 議 録署 名 議 員は、 会 議 規則 第 １ ２０条 の 規 定に よ っ て、９ 番  杉井成行君 及 び１０番  中嶋正澄君を指名いたします。   日程第２、会期の決定についてを議題といたします。   お諮りいたします。   本定例会の会期は、本日より１２日までの４日間といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。          （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   異 議な し と認 め 、 本 定 例会 の 会期 は 、 本 日 より １ ２日 ま での４日間と決定いたします。   日程第３、諸報告に入ります。   議長報告として２件の陳情書をお手元に配付しておりますので、御清覧おき願います。  行政報告として、報告第１２号、平成２６年９月から平成２６年１１月期までの例月出納検査の結果報告が提出されておりますので、木村監査委員より報告を求めます。   木村監査委員。  監 査 委 員 （ 木村  衛君 ）   平 成２ ６ 年９ 月 か ら １ １月 期 に行 い ま し た 例月 監 査の 結 果を御報告申し上げます。   堀監査委員とともに、地方自治法第２３５条の２第１項並びに地方公営企業法第２７条の２第１項の規定によりまして、平成２６年度の川西町一般会計及び特別会
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計並びに水道事業会計の出納及び予算の執行状況につきまして、会計管理者並びに水道部長に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿及び証拠書類を対照しながら説明を受け、厳正なる審査を実施いたしました結果、各会計における予算の執行並びに現金の出納・保管などにつきまして、過誤もなく適正に行われているものと認めましたので、御報告申し上げます。  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   監 査報 告 が終 わ り ま し たの で 、日 程 第 ４ 、 一般 質 問に 入 ります。   順次質問を許します。   ３番  伊藤彰夫君。  ３ 番 議 員 （ 伊藤彰夫君 ）   伊藤で す 。議 長 の 許可を得ま した の で 、 町長 に 質 問い たします。  さきに通告してありますように、安全安心の道づくりについてであります。  川西町は、東西３ .４キロメートル、南北１ .９キロメートルで、本町が管理する町 道 は 、約３ ５ ０路線、総延長 に し て約７ ０キロあ り 、そのほと ん ど は生活道路に な っ て い ま す 。 私 が 調べた と こ ろ 、その うち歩道 が設置さ れ て い る区間 は約５キロメートルあ り ま す 。 一 方 、奈良県が 管 理 す る県道 は約９キロあ り 、車の通行量が 多 く 、歩道 が設置さ れ て い る区間 は約７キロメートルあ り ま す 。 町全体の 道路においては、約８５％が歩行者と車が共存する道路になっています。  これらの道路を毎日多くの人が利用しています。日常生活を考えますと、車、歩行 者 、 自転車は もちろ ん 、車椅子、 手押し車、ベビーカーな ど が安心し て通行 でき る 道路で な け ればな り ま せ ん 。 川 西 町 第 ２ 次総合計画に お い て も 、 「快適 な まちづく り を目指 し て 、安全で安心し て通行 で き る生活道路の整備、交通安全施設の整備を促進する」となっています。  安心して通行できる道とは、どういう道でしょうか。凸凹や段差がない平坦な道、車よ り歩行 者 が優先さ れ る 道 、路面標示や白線、カーブミラーな ど交通安全施設が整っ て い る 道 、それ に加えて高齢者や障害者への安全が 配慮さ れ て い る 道 だ と思 い ま す 。 町内で は 、車椅子や高齢者 の 手押し車も よ く見か け ま す 。凸凹や段差が あ る と 、 つ まずい て転ぶ心配 も あ り 、 水 た ま りや車の走行 に よ る振動騒音の原因になるでしょう。  これからの本町の道路行政の課題は、歩行者、中でも子どもや高齢者、障害者など誰も が安全に通行 で き る 道づく り に よ っ て快適 な まちづく り を目指 す こ と だ と私 は考えて い ま す 。その た め に は 、 町 道 も県道 も含め た 町全体の 道路を 町民の目線で 、舗装の傷み具合、歩道 の段差、交差点や横断歩道 の 道路標示、区画線の設置状 況 な ど を 調 査 し 、安全度 、危険度 、緊急度 な ど の評価を 行 い 、 川 西 町 にふさわ し い安全安心道づく り 計画と い う よ うな 道路整備計画を つく る 必 要 が あ り ま す。それ を も と に 、 本 町 が主体と な っ て県や公安委 員 会 と と も に安全安心道づく り を推進していくべきというのが私の考えです。  魅力ある快適なまちづくりには、土台となる安全安心な道が必要ではないでしょうか。そこで、本町の道路行政についてお尋ねします。  
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まず、１点目です。  本町にはさまざまな道路がありますが、どのように管理されているのか、また、ど の よ う な 問 題点や課題 が あ る の か 、 町 道 及 び県道 の将来を見据えた 、 町民の ための安全安心な道づくりをどのように考えているのか。  ２点目は、通学路についてです。  小学生は、町全域から川西小学校に歩いて通っています。中学生は、徒歩あるいは 自転車で式下中学校に通っ て い ま す 。通学路は最も安全に通行 で き る 道 で な ければな り ま せ ん 。当然、交通安全対策に つ い て は万全を 期 し て い る と は 思 い ま すが、通学路になっている道路の管理はどのように考えているのか。  この２点について町長にお尋ねいたします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（竹村匡正君）   伊藤議員の御質問にお答えいたします。  議員よりの道路行政の現況と課題についての質問でございますが、本町の現状を見ま す と 、 お おむね 伊藤議 員 の お 調べの と お り 、 町 道 は ３ ４ １路線、総延長 ７ ２キロで 、交通量の最も 多 い路線と し て幹線道路１ ２キロ、その他生活道路と し て６ ０キロと な っ て お り 、歩道 は 町内に １ ０キロ設置さ れ て お り ま す 。 ま た 、生活道路に は 自 治 会 の 中 の狭い 道路も あ り 、車が １台通る の に も苦労す る 道路も存在します。  どの道路にも歩道が設置されていることが好ましいとは思いますが、歩道を整備す る こ と が困難な 道路や、歩道整備す る こ と で 道路幅員 が確保 で き な く な り 、危険が生じる箇所が あ る こ と か ら 、歩道 の 必 要性を考慮し 、 調 査 し た い と考えて おります。  また、町道は人と車が共存する、生活に必要な道路であることから、でこぼこや陥没に 対 し て は 、住民か ら の通報 ま た は 道路パトロールな ど に よ り発見し た場合は 、軽易な も の に つ い て は 町職員 が迅速な 対応で 処 理 し て い ま す 。今後も 道路パトロールを強化することで町道維持管理の向上を図ってまいります。  県道につきましても、町道と同様に、住民からの通報、道路パトロールなどにより危険箇所を発見し た場合、 管轄で あ る桜井土木 事務所に早急に 対応す る よ う依頼し て お り ま す 。 ま た 、 町 の 現 状把握と県に 対 す る 要望な ど の聞き取り の た め 、桜井土木 事務所長 が 定 期的に 本 町 を訪問 し て お ら れ ま す の で 、今後も桜井土木 事務所と連携を密に す る と と も に 、所長 に 対 し 、 道路は も と よ り 、河川等の 必 要 な整備要望を引き続き行ってまいりたいと思っております。  また、道路整備計画としては、国の防災・安全交付金を活用して、橋梁について平 成 ２ ２ 年 度 に 調 査点検 し 、橋梁の老朽化や建設年 度 な ど か ら修繕工事 の 必 要 な橋梁に 順 位 を つ け た 長寿命化計画を 平 成 ２ ３ 年 度 か ら策定 し て お り 、 平 成 ２ ５ 年度 に は 中之橋の修繕工事 を 実 施 し ま し た 。 平 成 ２ ６ 年 度 は吐田橋の修繕工事発注に向け た作業 を 現在行 っ て い ま す 。今後も 計画に基づい て 順 次修繕を 実 施 し て まいります。  道路につきましても、橋梁と同様、防災・安全交付金を活用した道路ストック路
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面性状 調 査 を 平 成 ２ ５ 年 度 に 実 施 し 、路面の凹凸、ひび割れ 、 わ だちな ど を 調 査す る こ と で路面状態を把握し 、 状態の悪い路線か ら 順 位 を つ け 、 計画的に路面修繕工事 を 実 施 し て ま い り ま す 。 平 成 ２ ６ 年 に お き ま し て は 、最も修繕が 必 要 な幹線の舗装・修繕を予定しております。  引き続き橋梁、道路とも長寿命化計画に基づいて実施してまいる所存でございます。  次に、通学路についての質問ですが、通学路の安全対策として要望のあった箇所に つ い て は点検 調 査し 、危険な箇所は桜井土木 事務所の 協 力に よ り 対策済みで す。ま た 、小学生の登下校に は見守り隊の 方々に 日々御尽力 を い た だ き 、 事故の な い安全な登下校に努め て い た だ い て お り ま す 。 ま た 、幼稚園か ら 中学校ま で のＰＴＡで組織さ れ て お り ま す 川 西 町連合ＰＴＡに お い て 、 町内の全て の通学路を点検し て危険箇所マップを作成 し 、注意喚起を促す と と も に 、 関 係機関 に 対 し て 改善要望を 行 う活動を し て お ら れ ま す 。 町 並 び に教育委 員 会 に お い て は 、 こ れ ら の 要望に お い て も 道路管 理 者や関 係機関 と連携し て 必 要 な 対策を講じて い る と こ ろ でございます。  通学路の安全については、重要な施策と認識しており、今後も学校、ＰＴＡとも協議を行いながら、安全対策に努めてまいりたいと考えております。  最後に、議員のおっしゃるとおり、将来を見据えた町民のための安全安心な道づく り は 、 私 の 公約に あ り ま す よ う に 、 道路整備、歩道 のバリアフリー化は 、子どもや子育て し て い る 人 に と っ てやさ し い まちづく り 、 ま た 、安心し て暮ら せ る まちづく りその も の であ り 、交付 金 の活用は も と よ り 、交付 金の活用 に こ だ わ らず、危険と判断し た場合は迅速に 対応し 、 町民が安心し て暮ら せ る まちづく り に 力 を注いでまいる所存でございます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   伊藤議員。  ３ 番 議 員（ 伊藤彰夫君 ）   町 道 に つきま し て は、 各 自 治会か ら の 要望も 上 がって き て 、それ に 対応し て い た だ い て お る こ と は承知し て お り ま す 。 た だ 、住宅の張り つ いて い な い と こ ろ に つ い て も 、 か な り傷みが あ る と こ ろ も目に つ き ま す 。 私 が まちを歩い て感じる こ と は 、盲人 用点字ブロックが壊れ て い る と こ ろや歩行 者 用 の白線や横断歩道やと ま れ の表示がほと ん ど消えて い る よ う な と こ ろ 、舗装のひび割れ が大き く な っ て い る と こ ろ 、雨天時 に は い つ も大き な 水 た ま り が で き る と こ ろなどは随所に目につきます。  町 自 ら が 定 期的に 道路安全パトロールを 行 っ て い る と の こ と で す が 、今後も十分注意し て点検 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 ま た 、 自 治 会 か ら の 要望の あ る なし に か か わ らず、 改善すべき と こ ろ は 計画的に 実 施 し て い くべき だ と考えて お ります。  それ か ら 、通学路に つ い て は 、学校、ＰＴＡ等々、 皆 さ ん で考えて安全対策を行 っ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ か ら も子ど も たちが安全に通学で き るよう、問題箇所があれば迅速に対応していただきたい。  
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再度 申 し ま す が 、 道づく り は まちづく り 、 まちづく り は 道づく り の土台と い うことを申し上げまして、私の質問を終わります。  議   長（松本史郎君）   続きまして、２番、堀格君。  ２ 番 議 員（ 堀   格君 ）   堀 で ご ざいま す 。 ２点ばか り質問 さ せ てい た だ きます の で 、よろしくお願いいたします。  まず１点目でございますが、結崎駅周辺の整備の進捗状況についてお伺いをいたします。  衆議院解散が先月の２１日に行われまして、目下選挙戦中でありますけども、さき の国会 で 、 ど う して も 地 方創生に 係 る法律は通さ な きゃなら な い と い う こ と で、解散の １ １ 月 ２ １ 日 に 、 い わゆる 地 方創生の 理念等を 定 め ま し た 、 まち・ひと ・し ご と創生法 、 こ れ と あ わ せ ま し て 、 地 方 の活性化に取り組む地 方 自 治体を国が支援す る と い う 地域再生法 の 一 部 を 改 正 す る 法律が 成 立 を い た し ま し た 。 こ の まち・ひと ・ し ご と創生法 の 第 １ 条 の目的を見ま す と 、 「それ ぞ れ の 地域で住みよい環境を確保 し て 」 と か 、 「潤い の あ る豊か な生活を安心し て 営むこ と が で き る地域社会 の形成 」 、 あ る い は 「 地域に お け る魅力 あ る 多 様 な就業 の機会 の創出 」と あ り ま し て 、 こ れ を あ わ せ ま し て 「 まち・ひと ・ し ご と創生」 と言う わ け で あり ま す が 、 要 は都道府県・市町 村 がそれ ぞ れ の 地域の 特性を踏まえま し て総合戦略をつくって、それを国が支援をする、こういう法律であります。  このたびできましたこの法律の各用語を見ますと、いずれも我々にとってみたらど こ か なじみの あ る言葉で あ る わ け で あ り ま す 。それ は ま さ に 、 川 西 町 が こ の 地方創生法 が で き る 前 に 、先駆け て 、 一 つ は 結崎駅周辺を整備し て 人 を 呼 び込み、工業団地 を整備し て積極的に 企 業 を誘致す る と い う 、 こ の ２大プロジェクトに 多分 ３ 年ほど 前 か ら取り組ん で い る と 思 い ま す が 、 ま さ に我々が先駆け てやっ て きた こ と を 、 こ の た び こ の 法律が で き た と い う こ と を見ま す と 、我々が今ま で取り組んできたことに対して大きな自信を持っていいと思います。  そこで、計画では平成２８年度から着手しようとしている結崎駅周辺の整備につきまして、現在の進捗状況をお伺いしたいと思います。  あわせまして、まち・ひと・しごと創生法の第２条を見ますと、「国民が個性豊か で魅力 あ る 地域社会 に お い て潤い の あ る豊か な生活を 営むこ と が で き る よ う 、それ ぞ れ の 地域の 実 情 に応じて環境の整備を図る こ と 」 と い う基本 理念が う た われ て お り ま す 。先ほど同僚議 員 か ら 道路の整備の 関 係 で 問 題 が 提起さ れ ま し た けど も 、住宅を つ く る に当た り ま し て 、 道路も含め ま し て し っ か り し た 開発指導を行 う と い う こ と が大切で あ り ま し て 、 開発指導を 行 う に当た り ま し て 、 し っ か りと し た 開発要綱を作成 と い い ま す か 、 改 正 し て い く こ と が望ま れ る わ け で あ り ます。その点につきまして現在の状況をお伺いしたいというふうに思います。  それから、２点目はちょっと観点が変わりますけれども、債権管理条例につきましてお伺いしたいと思います。  川西町を含めまして、地方自治体が保有する金銭の給付を目的とする債権というこ と に な り ま す と 、租税債権のほか 、 施設の使用料債権等、非常に 多岐に わ た る
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わ け で あ り ま す 。 こ れ ら の 自 治体の債権は 、基本的に は 地 方 自 治 法 あ る い は 地 方財政 法 、 地 方税法等の 規 定 に従っ て取り扱わ れ る わ け で あ り ま す け れ ど も 、純粋の 私 法 上 の債権も あ り 、具体的な取り扱い に お い て 適 用 さ れ る 条文が内容に よ って変わってきたり、担当する部門も多岐にわたる、こういうことであります。  そういったことから、なかなか適正な管理は難しいということが指摘されておりま す し 、 本来一律に 管 理 すべき で あ り ま す け れ ど も 、 中 に は弁済困難者 の債権もあ り ま し て 、 な か な かそこ の取り扱い が難し い と こ ろ で あ り ま す が 、そう い っ た状 況下に あ り ま し て 、 適 正 な 法 に従っ た債権管 理 は当然の こ と と し な が ら も 、 なか な か 回収で き な い債権を い つ ま で も放置し て お き ま す と 、全体と し て 自 治体の財務体質 の悪化に も つ な が り ま す し 、債務者 間 の負担の不公 平 に も つ な が っ て くるということになります。  こういった観点から、回収が困難な債権をどうするかとか、その辺を整理して事務の合理化を図っ て い く 、効率化を図っ て い く 、そう い っ た こ と が 必 要 に な っ てく る と同時 に 、 自 治体の 本来の財産状態と い う の は ど う な の か と い う こ と は常に正確に把握し て お く こ と が 必 要 で あ る わ け で あ り ま す 。 こ う い っ た観点か ら見ます と 、 各種多 様 な債権の 管 理 を全体的に見て 、整合性を図り な が ら債権管 理 の 事務の 適 正化を し て い く と い う こ と が 必 要 で あ り ま し て 、そう い っ た意味か ら 、 各自治体におきまして、最近は債権管理条例の制定が見られるわけであります。  川西町におきましても、そういった債権管理条例の制定ということが必要ではない か と 思 わ れ る わ け で あ り ま す 。その辺の取り組みの 状 況 に つ い て お伺い を し たいと思います。  以上２点でございます。よろしくお願いします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（竹村匡正君）   堀議員の御質問にお答えいたします。  まず、結崎駅周辺整備の進捗状況についてでございます。  本町における今後のまちづくりは、人口の減少と高齢化を背景として、高齢者や子育て世帯に と っ て安心で き る 、健康で快適 な生活環境を 実 現 す る こ と 、 ま た 、財政面及 び経済面に お い て持続可能な 町経営 を可能と す る こ と が大き な課題 で ございます。  結崎駅周辺の整備及び工業団地の整備を推進し、これら拠点と住居地域とをつなぐまちづく り を考えて い く取り組みを進め て い く こ と が 、その課題 解 決 に な る と考えております。  さて、まずは現在の近鉄結崎駅周辺整備の進捗状況ですが、昨年度までに住民アンケートや住民を交えた まちづく り懇談会 、 各 関 係機関 で構成 し た整備連絡協 議会 な ど で 検討し 、住民意見を取り 入 れ作成 い た し ま し た近鉄結崎駅周辺整備基本計画を も と に 、 平 成 ２８年 度 か ら の 事 業 開始に向け た準備を進め て い る と こ ろ でご ざ い ま す 。 まずは 、 本 年 ６ 月 に 結崎駅周辺整備の土地利用 の 上 で 特 に 重 要 な土地 を先行取得い た し ま し た 。続い て 結崎駅周辺の 一 番 の 地権者 で あ り ま す近鉄や奈良交通と の 事 前 協 議 を 現在進め て お り ま す 。継続的に は 、国庫補助事 業や県費
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で整備を進め る た め 、 事 業 の 調整を奈良県な ど と進め て お り 、 平 成 ２８年 度 か らの 事 業着工に向け て 、来年 度 に 受 付 さ れ る国庫補助申請の準備を進め て お る と ころでございます。  また、無秩序な開発を防止し、計画的なまちづくりを進めるため、川西町開発事業等に 関 す る 指導要綱の見直し を進め て お り ま す 。具体的な見直し と い た し ま して 、無秩序な ミニ 開発やそれ に 伴う 行 き ど ま り の 開発 道路、狭小な 区画 の 開発等々の 問 題 を抱えて お り 、県や町 の 開発関 係 部局の意見も聞き な が ら 、 川 西 町 の特徴を生かしたまちづくりができるよう、見直しを進めてまいります。  次に、債権管理条例の制定についてでございます。  堀議員御質問の、町の金銭の給付を目的とする債権につきましては、町税を除きま し て 、 公 法 上 の原因に基づい て発生す る強制徴収公債権及 び非強制徴収公債権と 、 私 法 上 の原因に基づい て発生す る 私債権の ３ つ に 分 類 さ れ ま す 。それ ら は 、主にその債務が履行 さ れ な か っ た場合の 法律的な 対 処 の相違な ど か ら 分 類 さ れ ているものでございます。  町税につきましては、地方税法または国税徴収法、国税通則法により、賦課された税の徴収や滞納 処 分 に つ い て詳細に 規 定 さ れ て お り ま す 。 ま た 、介護保険料や下水 道使用料、 保育料な ど の強制徴収公債権に つ い て も 、徴収や滞納 処 分 に 関 しては地方税の滞納処分の例により処分することになっています。  一方、幼稚園の入園料や授業料などの非強制徴収公債権や住宅使用料、学校給食費や水 道料金 と い っ た 私債権に つ き ま し て は 、 自 治 法 の 施 行令に お い て強制 執 行な ど に 関 す る 規 定 は あ る も の の 、 こ れ は債権管 理 の大綱を 定 め た も の で 、具体的な 手続等に つ い て は不明瞭な 部 分 が 多 く 、当該債権の 適 正 な 管 理 を 行 う に は不十分なものと考えております。  近隣町村において債権管理条例の未制定が多い中、本町においては、債権の回収に か か わ る支払い督促や訴訟な ど の債権の 申 し 立 て に つ い て の具体的な 手 順や基準を 規 定 す る こ とや、債権管 理 に 関 し て 、 時効中断、 執 行停止、徴収停止な ど 実務に即し た基準な ど を 規 定 し た も の を示し た 、 い わゆる債権管 理 条 例 及 び同施 行規 則 を 制 定 す る こ と で 、債権回収担当職員 の裁量が 入 り に く い効率的な債権回収手続を迅速に進めていけるものと考えています。  また、訴えの提起や和解などにつきましても、議会の議決事項とされてございます の で 、機動的な債権回収を 行 う た め に 、債権の 類型基準や金額基準を設け た 上で 、 こ の基準を満た す も の に つ き ま し て は 、 地 方税法 第 １８０ 条 の 長 の 専 決 処 分な ど を 適 用 し て い け な い か ど う か 検討し て い か な け ればな ら な い の か な と考えておるところでございます。  また、当該条例や施行規則の制定については、町財産の保全にも深く影響があり、か つ 、 さ き に 申 し 上 げ た 地 方税法 ま た は国税徴収法 、国税通則 法 、民事 執 行 法や民事訴訟法等の関係法令との整合性も考え合わせて制定する必要がございます。  以上のようなことを考慮しながら、現在、当該条例制定に向けて慎重に準備を進めているところでございます。  
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以上です。  議   長（松本史郎君）   堀議員。  ２ 番 議 員 （ 堀   格君 ）   まず、 １点目の 結崎駅周辺の整備の 関 係 でご ざ い ます けれど も 、 川 西 町 の今年 の 上半期 を見てみま す と 、新し く 出生さ れ た 数 が ３ ３ 名 、 お亡く な り に な ら れ た 方 が ３ ５ 名 、転出 さ れ た 方 が １ ３ ４ 名 、転入 が １ ３ ３ 名 と 、こ う い う こ と で 、昨年 度 は ３ １ 名 の 自然減で あ り ま し た け れ ど も 、幸い こ の 上半期 は 、 自然増減、社会増減を含め ま し て 、相拮抗し て い る と い う 、非常に安定 した 状 況 に な っ て い る わ け で あ り ま し て 、非常に い い傾向だ と 思 い ま す 。 出生のほう も 、去年 は た し か ６ １ 名 だ っ た と 思 い ま す の で 、 ３ ３ で若干増と い う こ と か と思います。  望ましくは、せっかく川西小学校が３クラスで３０名学級ができるようにできてる わ け で す な 。そう い う こ と か ら い く と 、やっぱり ３ ３ 名 、倍に し て ６ ６ 名 で すか ら 、 で き れば８０ 名ぐら い の 出生の 数 に 、 と い う こ と は半期 で ４ ０ 名ぐら い にはしたいところであります。  ということは、やはり若い人たちを呼び込まないかん、こういうことにつながると思いますので、そういった観点から、魅力あるまちづくり―このたび、まち・ひと ・ し ご と創生法 が で き た と き に 、石破担当大臣がメッセージを 出 し て お ら れま す け れ ど も 、それを見ま す と 、 「 い つの 時代も 日 本 を変えて き た の は 地 方 で す。地 方創生に お い て も 、 地 方 が 自 ら考え、責任を持っ て取り組むこ と が 重 要 で す 」と 、 こ う い うふう に言う て お ら れ ま す の で 、 ま さ に ２大プロジェクトを し っ か りとやっていくことが、今求められているところではないかと思います。  さはさりながら、町単独のお金でできるわけではありませんので、幸い、まちづく り の担当の 方 が 補助金 を い か に し て取る か と い う こ と で非常に苦労し て お ら れる よ う で あ り ま す の で 、ひと つ 町 長 さ んほか 、 で き る だ けハッパを か け て頑張って い た だ い て 、 補助金 を も ら っ て こ う い っ た も の が推進で き る よ う に激励し て あげ て い た だ き た い と い うふう に 思 い ま す の で 、その点、後で 決意を述べて い た だきたいと思います。  それから、次に債権管理条例の関係でありますが、債権管理条例というのは、既に具体的なモデルが で き て お り ま す 。 と こ ろ が 、 各 地区を見ま す と 、そのモデルど お り つ く っ て い る と こ ろ と い う の も余り な い ん で す ね 。 と い う の は 、それ ぞ れの 地域地域の 実 情 に応じて い ろ い ろ変更さ れ て い る と い う の が 実態の よ う で あ ります。  債権管理条例という点で２点お願いしたいと思うのでありますが、要は、民間と違い ま し て 、 自 治体の場合に は 、徴収に当た り ま し て 、最高裁の判例 に よ れば、い わゆる裁量が 認 め ら れ な い 、裁量す る と い う こ と が で き な い と い う の が 自 治体の債権管 理 の基本 と い う こ と で あ り ま す 。 さ は さ り な が ら 、 一律に片っ端か ら強制 執 行 す る わ け に も い き ま せ ん 。そう い っ た意味で 、 各 部門間 の 中 で よ く 議論して い た だ い て 、 せ っ か く つ く る限り 、 実 り の あ る 、 実効性の あ る 条 例 を つ く っ てい た だ き た い と 思 い ま す の で 、 よ く 議論し て い た だ い て 、 必ずし もモデルど お り
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つくる必要はないと思いますが、その点をお願いしたいと思います。  それから、もう１点、なかなか難しい問題でありますが、各部門間にわたっている わ け で あ り ま す 。 各 部門間 の 情 報 の共有化と い う こ と を進め て い っ て い た だ きた い と 思 い ま す 。 もちろ ん 地 方税法 に よ る守秘義務と い う の が あ り ま す か ら 、完全な 情 報 の共有化と い う の は 法的に な か な か で き な い の で あ り ま す け れ ど も 、 でき る限り 、 法律の 許 さ れ る範囲内で 情 報 を共有化す る こ と に よ っ て 、全体と し ての債権管 理 の有効性と い い ま す か 、 適 正 と い い ま す か 、効率性と い い ま す か 、そう い っ た も の を図っ て い た だ き た い と い うふう に 思 い ま す の で 、 お 願 い し た い と思います。  以上でございます。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   私 が就任する に当た って 、 何 とか 川 西 町 の人口が減り続けて い く の を阻止し た い 、 ま た 、それ を転じて増やし て い き た い と い う よ う な こ とを最初の 決意と し て述べさ せ て い た だ い た と 思 う ん で す け ど も 、それ に当た っ ては 、やは り 川 西 町 に 人 を 呼 び込ま な きゃい け な い 。その大き な 要 素 と し て 、工業団地 に 企 業 を積極的に誘致す る と い う こ と と あ わ せ ま し て 、駅前周辺を整備し て人 を 呼 び込むと い う の は 、 堀 議 員 も お っ しゃる と お り 、 私 も感じて い る と こ ろ でご ざ い ま し て 、 現在、職員 に は 、 い か に し て 町費を少な く抑え、整備で き る か とい う こ と に取り組ん で い た だ い て お り ま す の で 、 し っ か り とその辺も 私 のほう からも目を光らせながら取り組んでまいりたいと思っております。  ま た 、債権管 理 条 例 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 部門間 の 情 報共有化が 必 要では な い か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、個別具体的な話に つ い て は 情 報 の共有と いう の は難し い ん で す け ど も 、 例えば全体的に 現在滞納債権が総額で幾ら あ る 、 もし く は ど れ だ け滞納債権に つ い て徴収が進ん だ か と い う こ と に つ い て は 、毎月 行わ れ て お り ま す 部課長 会 議 、 ま た毎週行 っ て お り ま す 、 私 が参加し て の庁内報 告会 で も話を し て お り ま す の で 、その辺で 部門間 の 情 報共有は で き て い る と 思 っ ております。  今後も引き続き滞納債権の 回収に は努め て ま い る所存で ご ざ い ま す の で 、 よろしくお願いいたします。  以上です。  議   長（松本史郎君）   続きまして、１番議員  勝島健君。  １ 番 議 員 （勝島  健君 ）   お はよ う ござ い ま す 。勝島で す。 議 長 の お 許し を得ま し たので、今回も２つ質問させていただきます。  まず１つ目は、まちづくりへの住民参加のあり方についてであります。  竹 村 町 長 が 町 長 に な ら れ て １ 年余り が経過 い た し ま し た 。 こ れ ま で は主に 前 町長 に よ っ て掲げ ら れ た課題 を こ な さ れ てき た ん だ と 思 い ま す。 本 年 度 は 現 町 長 の提示さ れ た 予 算 に よ る 行 政 が 執 行 中 で はあ り ま す が 、昨年 １年 間 の 決 算 を踏まえた来年 度 か ら が 、 本当の意味で の 竹 村 町長 が主導さ れ る 予 算で 行 政 が 行 わ れ る と言う こ と も で き 、 私 は大い に 期待し て おり ま す 。恐ら く住民の 方 もそう で あ り ま
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しょう。  さ て 、 町 長 がその職に就任さ れ る に当た り 、 ４ つ の活力プランを挙げ ら れ ま した 。その 一 つ が 「住民参加で 開 か れ た まちづく り 」 で す 。ほか に もプランは挙げら れ て お り ま す が 、 私 は 、 こ の住民参加と い う の が全て で はな い か と考えて お りま す 。住民の希望す る こ と が 行 政 に伝わり 、着実 に 実 行 さ れる こ と に な れば、 川西町の魅力は自然に高まるのではないでしょうか。  そこ で 、住民に まちづく り に参加し て も ら う た め に具体的に ど う い う 手 だ て をとろうとお考えであるかを尋ねます。  続きまして、職員人事評価制度の進捗についてであります。  組織を効率的に動か す た め に 必 要 な の が 、組織各 員 の仕事 ぶ り を評価す る 業務実績評価、 人 事評価で あ り 、それ は 行 政に お い て も 例外で はあ り ま せ ん 。役場にお い て初め て職員 人事評価の お話を聞いた の は 、 私 が 議 員 とな り ま し た 年 で す が、そこ か ら 数えて も既に ３ 年 が経過 し て おり ま す 。 し か し な がら 、その進捗を い つ尋ね て も 、 現在試行 中 で あ る と の答えが返っ て お り 、 い ま だ実効的な 成 果 が あ らわれているようには思えません。  民間 事 業 と は評価基準が 異 な る こ と も あ っ て難し い 部 分 も あ る と 思 い ま す が 、今後の見通しについてお聞かせください。  よろしくお願いします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（竹村匡正君）   勝島議員の御質問にお答えいたします。  まず、まちづくりの住民参加のあり方についてでございます。  勝島議 員 が お述べの と お り 、就任当初よ り掲げ て お り ま す 私 の活力プランの一つ と し て 、 「住民参加で 開 か れ た まちづく り 」 が ご ざ い ま す 。住民の代表で あ りま す 町 議 会 議 員 の 皆 様 方 、 各 自 治 会 か ら選出 さ れ た 自 治 会 長 の 皆 さ ん と 、そのほか に もＮＰＯ法 人 、ボランティアの 方々の意見な ど に耳を傾け 、 さ ま ざ ま な取り組みを行っており、さらに、来年１月より役場内に「ご意見箱」の設置を行い―これは１月の広報でお伝えする予定でございますけども―住民の方々のさまざまな声を聞かせていただきたいと考えております。  子育て に 関 し ま し て は 、 町子育て支援センターに お い て 、ボランティアで子ども たちに 自 ら培っ た経験や特技を教えて く だ さ る 方 、子育て支援に 関心が あ る 方及 び経験・ 特技を生か し た い と考えて お ら れ る住民の 方々の 御 協 力 を得て 、子育て支援事業を実施してまいります。  ま た 、防災面に お い て は 、新た に 各 自 治 会 で 自主防災組合を 立ち上 げ て い ただき 、今年 １ 月 と ９ 月 に住民参画に よ る総合防災訓練を 実 施 し ま し た 。 ま た 、 各 地区においても各自主防災組合による防災訓練を実施していただいております。  さ て 、 まちづく り に 関 し ま し て 、 結崎駅周辺整備の 計画が進ん で お り 、昨年、整備基本 計画を策定 い た し ま し た 。 こ の 計画を策定 す る に当た り 、 地 元 自 治 会代表、周辺地区町 議 会 議 員 、サークルお花畑代表の 方々がメンバーと な り 、住民主体で構成 す る近鉄結崎駅周辺まちづく り懇談会 を 立ち上 げ て い た だ き ま し た 。来
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年 度 か ら 結崎駅周辺、 結崎・唐院工業ゾーン及 び住宅区域等、 町全体の今後のビジョンを考えて い く 川 西 町 立 地 適 正化計画の策定 を 計画し て お り ま す 。 こ れ に つき ま し て も住民の 方々の 御意見を得な が ら策定 し て い き た い と考えて お り ま す 。こ れ ま で の よ う な 行 政や専門家な ど まちづく り に精通し た 人々の 間 で 計画が策定さ れ た の と 異 な り 、住民主体の まちづく り で は 、利害・ 関心も 、 まちづく り に 関す る知識も全く 異 な る さ ま ざ ま な 人々が参加す る こ と に よ り 、 い ろ い ろ な意見を聞き 、 対話を 重 ね な が ら 計画事 業 を進め て い く の が 開 か れ た まちづく り だ と考えております。  今後も こ の よ う に 行 政 及 び 専門家主体の まちづく り で は な く 、住民目線の まちづく り を 行 い 、 地域住民の 皆 さ ん の 理 解 ・ 協 力 を得て 、 川 西 町 を魅力 あ る まち、やさ し い まち、安心し て暮ら せ る まち、 開 か れ た まちを目指 し 、 町住民の 皆 さ んと手を組みながら、川西町の活性化に取り組んでいきたいと考えております。  次に、職員人事評価制度の進捗についてでございます。  人 事評価制 度 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ６ 年 ５ 月 、 改 正 地 方 公務員 法 が 公布さ れ 、地 方 公務員 に は 人 事評価制 度 の導入 と能力 及 び 実績に基づく 人 事 管 理 の徹底が 求められているところでございます。  こ う し た 中 、 川 西 町 で は 、 平 成 ２ ２ 年 度 に 人 事評価マニュアルを策定 し 、 管理職に 対 し て は組織目標の設定や個人目標の設定 、そし て 一 般職員 に 対 し て は 、 業績評価と能力 ・態度評価シートを 提 出 し て い た だ き 、個人面談を 行 い 、 ま た 、評価者 に お け る評価適 正化会 議 を 行 う こ と に よ り 、 人 事評価制 度 の試行 を 行 っ て まい り ま し た 。その 結 果 、 中心化傾向、評価者 の評価に 対 す る取り組みが均質 で ない な ど の 問 題 が 明 ら か に な り 、今年 度 、 人 事評価検討委 員 会 を 立ち上 げ 、 人 事評価方 法 、 結 果 の活用 方 法 、任用 ・給与等への具体的な活用 手 順 、活用 方 法 を 決 定し、職員に周知すべく作業を進めているところでございます。  当初は 本 年 度 よ り 人 事評価制 度 の 本 格導入 の 予 定 で ご ざ い ま し た が 、来年 度からの本格導入とさせていただきたいと考えております。  な お 、 改 正 地 方 公務員 法 の 施 行 は 、 公布日 か ら起算 し て ２ 年 を超えな い 日 とされ て お り 、遅く と も 平 成 ２８年 度 に 人 事評価実 施 、 平 成 ２ ９ 年 度 の任用 ・給与に反映す る こ と と な って お り ま す 。 川 西 町に お き ま し て は 、来年 度 か ら 本 格導入 し、平 成 ２８年 度 の給与等に反映さ せ て い く と い う こ と で準備を進め て い る 状 況 で ございますので、御理解、御協力を賜りたいと思います。  以上です。  議   長（松本史郎君）   勝島議員。  １ 番 議 員 （勝島  健君 ）   住民の 行 政への参加の仕方 と いう の は い ろい ろ あ ると 思います。例えば今回衆議院選挙がありますけども、その費用として６４３万３ ,００ ０円と い う 補 正額が こ の 議 会 で も 専 決 処 分 で 上 程 さ れ て お り ま す け ど も 、その うち投票時 の 人 件費と推察さ れ る も の と し て 、職員 の 時 間外手当が ３ ２ ５万８ ,０００円、立会人への報酬５２万円、アルバイト２１万円という感じで出てい る ん で す け れ ど も 、住民さ ん に い ろ い ろ話を聞く と 、財政 が 厳 し く て 、住民
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活動の資金 が不足ぎみで あ り ま す 。 こ う い っ た選挙の費用 は 、可能な限り住民の活動に選挙事務を 委 ね て 、 自主的な住民活動の費用 に充て る よ う な 方策は ない も の か と い う こ と を考えた り も す る ん で す 。 私 も勉強不足 な の で 、 法律的な問 題 が あ る か も し れ ま せ ん が 、投票行動の促進に も つ な が る と 思 う の で 、 こ うい う の を 検討し て い っ た ら ど う か と い う よ う に も 思 う ん で す が 、 町 長 は こ う いう考え方についてはどのように思われますか。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   今回の衆議院選挙に か かわ り ます費用 に つ きま し ては全額国庫負担と な っ て お り ま す の で 、 まず町費が 出 な い と い う こ と は押さえて お き たいと思います。  その 中 で 、選挙費用 に つ い て は非常に莫大な費用 が か か っ て 、国民の財産を毀損し て い る の で は な い か と い う お話で ご ざ い ま す が 、 まずは民主主義と い う も のに つ い て は費用 が か か る と い う こ と はやむを得な い の か な と考えて お る と こ ろ でご ざ い ま し て 、 あ と は勝島議 員 の 御意見に 関 し ま し て は 、国で取り仕切っ て お ると こ ろ で ご ざ い ま す の で 、ぜひ国への 要望と し て取り 上 げ て い た だ け ればあ り がたいのかなと思っております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   勝島議員。  １ 番 議 員 （勝島  健君 ）   先ほど同僚議 員 か ら も質 問 が あり ま し た し、 町 長 から もまちづく りへの住民参加と い う こ と で お話し に な っ た駅前 開発な ん で す け ど も 、 お答えが あ り ま し た よ う に 、大枠の 計画が 決 ま っ て 、 現在は主に近鉄あ る い は県を交えての折衝が主な業務であるというのは私も承知しております。  し か し な が ら 、その 計画内容を住民が具体的に知ら な い と い う の も 、 現 時点ではそう な っ て お り ま し て 、連絡協 議 会 と い う形で住民の代表を 招 い て の 説 明等が実 施 さ れ て お る よ う で す け ど も 、 計画策定 に つ い て も住民のアンケートを と る とい う形で住民参加の形を 一応と ら れ て い る よ う で す け れ ど も 、 現在進行 中 で あ りま す の で 、 状 況 も逐次変わ り ま し て 、 現 時点で の 計画が変更さ れ る こ と も恐ら くあ る で しょう 。そう い っ た 理由で 現 時点で の 計画は住民に向け て広く 公 開 さ れ ていないという回答は、担当の職員からもお話はお聞きしております。  し か し な が ら 、駅前 の 開発と い う の は住民の生活に深く 関 係 し て い ま し て 、 20億円は下ら ん 事 業内容をほと ん ど の住民が余り知ら な い と い う の は 、少し お か しい 状 況じゃな い か と い うふう に 私 は 思 う わ け で す 。 実際に着手 す る ま で に あ と １年以上 あ り ま す け ど も 、その 間 に住民の 間 で こ の 計画に つ い て 議論す る こ と が あっ て も い い か と 思 う ん で す け ど も 、 こ れ に つ い て は 町 長 は ど う い うふう に お考えですか。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   結崎駅前 の周辺整備につ き ま して は 、先般広報 で 御案内して い る と お り 、青写真に つ い て は 皆 さ ん に周知で き た か な と 思 っ て お り ま す 。 ただ 、その辺に つ い て ま だ 御 理 解 が不足 し て い る と い う こ と で あ れば、 ま た周知を
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進め た い な と 思 っ て お り ま す 。 あ と 、 実際の 事 業 計画、 予 算 、資金面の 件 に つ きま し て は 、 ま だ 関 係各機関 並 び に国・県か ら の 補助金 が ど れだ け い た だ け る の か、こ の辺を 調 査 し て い る段階で ご ざ い ま し て 、 ま だ 調 査段階の 時点で資金面に つ いて の 御 案内を す る の は 、住民の 皆 さ ん に余計 な心配 も か け る こ と に な る か と 思 って お り ま す の で 、 まずは駅前 が 開発さ れ た ら ど う い う形に な る か と い う青写真は示し て お り ま す の で 、具体的に資金面が ど う い う よ う な 配 分 に な る か と い う こ とが あ る 程 度固ま っ て き ま し た ら 、 ま たその 時点で住民の 皆 さ ん に 御 理 解 を 求 め ていきたいと思っております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   勝島議員。  １番議員（勝島  健君）   ありがとうございます。  まちづく り だ け で な く 、 行 政その も の に住民の声を反映さ せ る の が 、住民から選ばれ た 町 長 、 あ る い は 私 たち議 会 議 員 の役割で あ る と 思 い ま す 。 町 政 報 告 あ るい は 議 会 報 告 と い う形で 、 決 ま っ た こ と を住民に 報 告 す るばっ か り で は な く て 、こ れ か らやる こ と 、やろ う と す る こ と に つ い て積極的に住民に発言の機会 を与えて い くべき だ と 、 私 は こ う い うふう に考えて い る ん で す け ど も 、先ほど 町 長 は 、意見箱と い う形で住民の意見を聞こ う と い う お答えを し て い た だ き ま し た け れ ども 、 「 こ れ か ら こ ん な こ と をやろ う と 思 っ て る ん で す け ど も 、住民の 皆 さ ん 、 どう思いますか」というふうな形にしようという気はありませんか。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   私 も「住民参加で 開 かれ た まちづく り 」 とい う形で申 してお り ま す 。 こ の １ 年半ほど 、 ど の よ う な形を と れば住民の 皆 さ ん か ら 御意見が頂戴で き る か と い う こ と で試行錯誤 し て い る段階で 、 こ の た び １ 月 よ り 、 ご意見箱の設置と い う形で 、 ま た 別 の形で の住民の 皆 さ ん の 御意見を 賜 り た い と 思 っ て おります。  そこ で 、先ほど勝島議 員 が お述べに な っ た こ と で ご ざ い ま す け ど も 、広報 をより充実 さ せ る こ と で 、 まずは 皆 さ ん に 情 報 を共有し て い た だ こ う か な と 思 っ て おり ま す 。その 中 で 、広報 を見て 御意見が あ る と い う こ と で ご ざ い ま し た ら 、 ご意見箱も ご ざ い ま す し 、 議 員 の 皆 様への 陳 情 も ご ざ い ま す で しょう し 、 自 治 会 の 会長 の 皆 さ んへの 陳 情 と い う も の も ご ざ い ま す の で 、そう い っ た形で 、 まずは住民の 皆 さ ん の意見を 集め る工夫を し て ま いり た い と 思 っ て お ると こ ろ で ご ざ い ま す。  それ で な か な か住民の 皆 さ ん の意見が拾えな い と い う こ と で あ れば、 ま た いろいろ試行錯誤しながら考えていきたいと思っております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   続きまして、１１番  芝和也君。  11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。議長の許可を得ましたので、前の３人に続きまして町長に質問いたします。   内容は、既に質問通告してありますように、このほど、平成１７年度から実施の財政非常事態宣言を解除なさいましたので、それを踏まえまして、今後どのような



 - 19 -

方策を打たれるのか、その辺の見通しについてお伺いするものであります。  この問題は、既に１１月の広報を通じ住民の皆さんにも周知されているとおり、平成１７年４月から実施の財政非常事態宣言に基づく一連の取り組みにより、硬直域にあった本町の財政動向を転換させ、今日、安定域に来ているものと総合的に判断なさっての結果と承知いたします。  これはこれとしまして、一連の取り組みは、自治体の打つべき手段としてはもっともでありますが、現況の国の動向からしまして、今後住民の皆さんには、消費税のアップやアベノミクスから生じる物価の上昇等に加え、賃金の抑制や社会保障の各種負担増がずっと続きますので、これらが厳しくかぶさり、日常生活全般に対して相当の不透明感が前途に横たわっている状況にあることは、大なり小なり間違いありません。したがいまして、自治体のとるべき姿勢としましては、これらから派生する住民生活への影響を考慮に入れた手だてをどう講ずるかが鋭く問われてくる問題と心得ます。  そこで、この間、非常事態宣言として財政の弾力化を講じた、その視点に立たれまして、改善させた財務力を存分に発揮し、地域経済の活性化などの強化が求められるところでありますし、子育てや介護など、それぞれの分野で負担増として発生する保険料等の算定上避けて通れない地域区分の負担割合の変更等、単価係数引き上げに起因する要因の緩和に取り組むなど、自治体としてこうした姿勢をしっかり堅持し、住民生活の応援に資する財政運営を求める次第であります。  以上、これらについて、町長の今後の住民施策に対する財務に関する観点での御所見をお伺いいたします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（竹村正匡君）   芝議員の御質問にお答えいたします。  財政非常事態宣言解除を踏まえて の 方策に つ い て と い う こ と で ご ざ い ま す が、財政非常事態宣言の 解除に つ き ま し て は 、今般 の 議 会 に先立ち、 １ ０ 月 の参集 日に お き ま し て 、 議 員全員 協 議 会 で 御 説 明 申 し 上 げ 、住民の 皆 様 に も １ １ 月広報 でお知らせ申し上げたところでございます。  た だ い ま の芝議 員 の 御 質 問 の趣旨は 、財政非常事態宣言を 解除し た の で 、 これか ら は今ま で以上 に住民の福利に 関 す る 予 算 を確保 し て い く の か ど う か と い う 御趣旨であると理解させていただきまして回答させていただきます。  広報 で も 御 説 明 さ せ て い た だ き ま し た よ う に 、 平 成 １ ７ 年 度 は合併協 議 の不調や三位 一体改革に よ る交付税財源の削減が見込ま れ 、歳出 で は大規模事 業 執 行後の 公債費の増大化を迎える 時 期 で ご ざ い ま し た 。財政非常事態宣言は 、その よ うな 状 況 の 中 で 一層の 行 政 改革に よ る歳入 の増や歳出 の削減を 行 い 、 川 西 町 の身の丈に合った歳出の状況にする意味合いを目的としてなされたものでございます。  その 中 で 、歳入面で は徴収の強化や法 人税率の 改 定 な ど を 行 い 、歳出面に おいて は 、退職者 を 補塡す る職員採用 を抑制 し た り 、 施設のランニングコストの継続的な削減や対費用効果 の少な い 事 業 の縮減、 ま た 、 各 関 係団体な どへの 補助金 など を削減さ せ て い た だ い た り な ど 、 各種の 制限を と ら せ て い た だ き ま し た 。 し か
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し 、子育て支援センターの 開設や川 西小学校地内への学童保育所の新設、 町単独財源に よ る教員 の 配置、医療費の助成枠の 中学生ま で の拡充、 ま た 、周辺市町 村に先駆け てヒブワクチンや高齢者 の肺炎球菌、学齢児童生徒へのインフルエンザの 各ワクチンの接種助成 、コミュニティバスの導入 な ど 、住民の 皆 様 の子育てや医療に か か わ る 施策や地域振興施策に は 、当該宣言を し て い る 中 で も大き く 制限することなく、予算を投入してきております。  で あ り ま す の で 、今回 の財政非常事態宣言を 解除し た後に お き ま し て も 、引き続き 必 要 と さ れ て い る福祉施策や地域振興施策に は 力 を傾注し て い く所存で ご ざいます。  し か し な が ら 、 こ れ も広報 に お い て お知ら せ さ せ て い た だ い て い る こ と で ござい ま す が 、駅前周辺の環境整備や企 業誘致の 要 件整備な ど 、将来の 川 西 町 の発展に は 必 要 と な る大規模事 業や道路整備、 上下水 道 管更新等のインフラ整備も控えて い ま す こ とや、小学校建設で借り 入 れた起債の償還も始まっ て ま い り ま す の で、今後とも緊張した財政運営に心がけていく所存でございます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   財政非常事態宣言下での取り組み経緯に つい て 、 るる お述べいただいたかと存じます。  結局、 必 要 な取り組みは財務体質 の 改善の最中 もやっ て き た か ら 、 こ れ か らも行 き ま す よ と 、 こ う い う こ とやっ た か と お聞き し た と こ ろ で あ り ま す が 、 まず、現下の経済状 況 で い き ま す と 、住民生活全般 に 対 し て 、 実 質賃金その も の が伸びて い な い 。 こ こ が個人消費を締め て い る と い う の が経済全体の 中 で の景気の 分析で 出 て い る話で あ り ま す 。 こ の辺の 認識は 町 長 御 自身も お持ちだ と 思 い ま す け れど も 、 まず、個人消費の伸び悩みは 、 実 質賃金 が伸び て い な い 、 こ の辺に起因するところやというお考えについてお伺いしたいと思います。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   先日発表され たＧＤＰの 数値でも あ り ま すよ う に 、消費支出 に つ い て は な か な か伸び悩ん で い る 、 ま た 、 実際物価が 上昇し て い る と い う こと は 数値に も示さ れ て お り ま す 。 ま た 、賃金 の抑制 に つ き ま し て は 、 こ れ は さ まざ ま な 業種、 事 業 、 会社の 規模も ご ざ い ま す の で 、 一概に賃金 が抑制 さ れ て い るかどうかというのは、ちょっと私にはわからないというところでございます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   個別の賃金は確か にそう い うふう に 一概には わ か らな いとい う の は当然の話か と 思 い ま す が 、全体と し て賃金 は 上 が っ て い っ て る ん で す けれ ど も 、 実 質賃金 の伸び悩みが 、 政府の発表の 指標で い い ま す と 、 対 前 年比で落ちて い る と 。 対 前 年比落ちて い る の が 、今１ ６カ月連続し てい る と い う こ と で す。だ か ら 、 名目の賃金 は 上 が っ て い て 、 実 質 の賃金 が落ちて い る と い う の が発表されているところかと思います。  
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そう い う点で 、ほん な ら 自 治体に 何 が で き る の か と い い ま す と 、やっぱり 町内で ど う 地域経済を活性化さ せ て い く の か と い う と こ ろ に尽き る と 思 い ま す 。 こ の間 、財務の 改善を続け て き た 結 果 、 指標で い き ま す と 、 こ の １ ０ 年ほど の 間 で借金 を ４ ０億円ほど減ら し て 、貯金 を １ ５億円ほどその 間 に積ん で い っ て る と 。先ほど 説 明 が あ り ま し た け れ ど も 、歳出 の抑制 、冗費を い ろ い ろ節減す る 中 、全体で ２億５ ,０ ０ ０万円ぐら い で す か 、 人件費で １億、物件費で １億５ ,０ ０ ０万円ぐらい、合わせて２億５ ,０００万円ぐらいの歳出減というのが示していただいてい る 指標か ら の 数値で あ り ま す け れ ど も 、それ だ け を つ く り 出 し た 力 を持っ て いる わ け で す か ら 、 自 治体の お 金 の使い 道 と し て は 、それ を ど う住民生活の応援に使っ て い く か と い うこ と に向け ら れ て当然だ と 思 い ま す 。 町長 も さ っ き の お話で、必要な取り組みは引き続き取り組んでいくということでありました。  そこ で 、 地域の活性化に向け た取り組み、 こ れ は同僚議 員 の 質 問 の 中 で も 出てい ま し た け れ ど も 、工場誘致を し て 人 を呼 ん で く る 、駅前整備を し て 呼 ん で く る、そう い う取り組みと同時 に 、 こ の 町 の 中 で ど れ だ け 地域経済を活性化さ せ て い くの か 、そこ を 回 し て い か ん こ と に は 、外か ら 呼 ん で く る と い う策だ け で は な か なか前向いて進んでいかないというふうに思います。  その辺で 、 地域経済を ど う起こ し て い く か 。誘致は誘致でやり な が ら 、同時並行 で 地域経済を ど う起こ し て い く か と い う 、そこ ら辺の視点に つ い て は 町 長 御 自身はどうお考えでありましょうか。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   地域の経済活性化策につ き ま して は 、以前、芝議 員か らも御 質 問等が ご ざ い ま し た再生エネルギーの活用やリフォーム事 業 と い う も の が ある ん で す け れ ど も 、 何 分 川 西 町 の 町域は狭い で す し 、 ま た 、 事 業所数 も限ら れ てい る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 な か な か経済的な波及効果 は少な い と 私 自身は考えているところでございます。  それ よ り も 、やは り 企 業誘致を す る こ と で 、来ら れ た 企 業 に 対 す る商売が できる よ う な形で環境整備を整えて い くほう が波及効果 が大き い の で は な い か と 思 って お り ま す の で 、そう い う意味で も 企 業誘致と い う の を積極的に進め た い と考えておるところでございます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   確実に固定資産税は 入り ま す が、 結局、 町内の景気もそうで す し 、 日 本全体の景気もそう で す け ど 、景気がええか悪い か に よ っ て 法 人税収その も の が変わ っ て く る と い う こ と に な る と 思 い ま す 。国内総生産、ＧＤＰの 報告 も修正 さ れ ま し て 、 さ ら に下方修正 と い う こ と で し た け れ ど も 、内容は 、 結局設備投資が で き て な い と い う こ と で す か ら 、その辺の景気の 問 題 が 上 が っ て る か下が っ て る か に よ っ て 、 企 業 を誘致す る こ と に よ っ て来た と し て も 、その辺の動向と い う の は密接にそこ ら辺が絡ん で く る の で 、 一概に は な か な か波及 し に く いと 思 い ま す か ら 、そう い う点で は 、 ど う個人消費を応援し て い く の か と い う取り
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組みになってくると思います。  商工会 の 会 員 さ ん が 本 町 の場合大体２ ０ ０軒ぐら い あ り ま す け れ ど も 、従前町長 と も 議論い た し ま し た 、今も お話し い た だ き ま し た け れ ど も 、 例えば住宅リフォームの 関連の 業種を拾っ て い た だ き ま し た ら 、大体３ ２ 件 、 １ ６％と い う こ とで あ り ま し た の で 、 業 者 さ ん の率で い い ま す と 、率と し て はそん な に低い率で はないかなと思います。  取り組みの内容に も よ り ま す け れ ど も 、役場が 補助制 度 と し て住民さ ん にリフォームに 係 る費用 の 一 部 を 補助し ま す 。全国で こ れ は取り組ま れ て い ま す け れ ども 、 町内経済は 、役場が支出 す る投資額の 平均で ２ ０倍か ら ３ ０倍ぐら い で す 。町 が投資し た 、 補助の 予 算 を つ け た 、その総額の 地域経済への波及効果 は ２ ０倍か ら ３ ０倍ぐら い な の で 、そう い う点で は 決 し て悪い話で は な い と い うふう に 思い ま す が 、 こ の辺も含め ま し て 、 検討し て い く 、 一遍内ら か ら景気を よ く し て いく た め に取り組みを し て い っ た ろ か と 、 こ う い う 方向に視点が変わ る こ と は あ りませんか。その辺についてお尋ねいたします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   リフォーム事 業 の経済波及効果に つ い て 、芝議 員 の調 査では ２ ０倍か ら ３ ０倍に な る と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 私 の感覚か ら い く と 、それ は な い と 思 い ま す の で 、 現 時点で はリフォーム事 業 に 対 す る助成 は考えて お りません。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   取り組みは考えて い ない と い うの は以前 から お伺いし ていま す が 、 調 査 と い う か 、取り組ん で い る 自 治体の 結 果 がそう い うふう に な っ て ると 。全国的にやっ て る と こ ろ の 結 果 がそう な っ て る と い う話で す 。取り組みはやる気が な い と い う こ と で あ り ま し た け れ ど も 、そこ に は 検討の余地 は 何 も な い ということでしょうか。重ねてお伺いします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   リフォーム事 業 に つ い て、個人と 業 者 の個別的な相対取引でもございますので、その辺の補助については現時点では考えておりません。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   役場が取り組むお 金 の使い 方 とい う の は 、結局集 めた税金を ど う い うふう に使う の か 、その 分 配 の割合に よ っ て住民施策の内容が変わ っ てく る か な と 思 い ま す 。そう い う点で 、俗に よ く言わ れ ま す 、ばら ま き と か い っ て批判さ れ る取り組み方 は よ く な い と 思 い ま す け れ ど も 、 結局、住民生活全体を応援し て い く こ と に役立 つ取り組みに し 、そし て 、それ に取り組むこ と に よ っ て 地域経済に波及 さ せ て い く 、そう い う相乗的な取り組みが あ る か ら こそ、全国で 自治体が取り組む地域経済対策と し て進め ら れ て い る の が 、リフォームで す と か太陽光など自然エネルギーに関する取り組みだというふうに思います。  
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最後に 、先ほど非常事態宣言の渦中 に取り組ん だ お 金 の増減の話を し ま し たけれ ど も 、 結局、それ だ け財政 の体質 を 改善さ せ る 力 を持っ て い る わ け で す か ら 、逆に言う た ら 、その生み出 し た お 金 を有効に使っ て い っ た ら 、それ はそれ で い きにいく話であります。  そう い う点で 、 水 道料金 の基本料金 で す と か 予防保健の取り組み、 あ る い は国保 で取り組ん で い る 、そう い う 政策的な国保への繰出 金 の 拠 出 で あ り ま す と か 、こ の 間 、 町 長 と は 議論が 平 行線で経過 をし て お り ま す け れ ども 、その辺に つ い て、住民の暮ら し全体を応援し て い く と い う観点か ら の 政策的な財政 の 出動、 こ う いうことについてお考えはありませんか。重ねてお尋ねをいたします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（ 竹 村匡 正君 ）   こ れ まで の財政非常事態宣言を発令し てか ら 終結 まで の 間 、芝議 員 が お 調べの とお り 、 人 件費、物件費の削減で し の い だわ け で ご ざ い ま す が、それ は 町税の収入 及 び 地 方交付税の削減で全て吸収さ れ て い る よ う な 状 況 で ご ざいます。  その よ う な 中 、暮ら し応援施策と い う こ と で ご ざ い ま す け ど も 、今後も 、 現在の国の財政 状 況 か ら い い ま す と 、 地 方交付税に つ き ま し て は 、削減は あ っ て も増加す る余地 は な い の で は な い か な と考えて お る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、引き続き役場内で 対応で き る こ と に つ い て は 、 ど ん ど ん効率化を進め て い く所存で ご ざい ま す 。その 中 で財源の余地 が あ れば、福祉施策に 回 し て い き た い な と考えて おるところでございます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   これをもちまして一般質問を終わります。  これより議事に入ります。  お諮りいたします。  日程第５、承認第１０号、平成２６年度川西町一般会計補正予算の専決処分についてより、日程第２４、議案第７１号、議会の議決すべき事件に関する条例の制定についてまでの２０議案について一括上程したいと思いますが、これに御異議ございませんか。          （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長（松本史郎君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  町長。  町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   それで は 、今議 会 に 上程 い た しま し た 議 案等の 提 案要旨について御説明いたします。  日程第５、承認第１０号、平成２６年度川西町一般会計補正予算の専決処分について並びに日程第６、議案第５３号、平成２６年度川西町一般会計補正予算についてから、日程第１３、議案第６０号、平成２６年度川西町水道事業会計補正予算についてまでの平成２６年度一般会計、特別会計及び水道事業会計補正予算並びに日程第１４、議案第６１号、川西町議会議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正
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についてから、日程第２４、議案第７１号、川西町議会の議決すべき事件に関する条例の制定についてまでの条例の改正等について御説明いたします。  まず、日程第５、承認第１０号、平成２６年度川西町一般会計補正予算の専決処分についてでございます。５ページをお開きください。  １２月１４日に執行されます衆議院議員選挙に係る経費でございます。  款２ .総務費  項４ .選挙費  目３ .衆議院議員選挙費におきまして、投開票に係ります管理者、立会人並びに職員の人件費、ポスター掲示板設置・撤去委託に係る経費など６４３万３ ,０００円を追加し、専決により執行したものでございます。  次に、日程第６、議案第５３号、平成２６年度川西町一般会計補正予算についてでございます。  歳出の部でございます。１０ページをお開きください。  款１ .議会費から２５ページの款８ .教育費までの給料、職員手当、共済費、退職手当組合負担金等につきましては、平成２６年度人事院勧告に基づく増、退職者数の確定等による増によるもので、議員報酬等の改定によるものを含め、総額３ ,３９７万７ ,０００円の増額をお願いするものです。  人件費以外につきましては、款２ .総務費  項１ .総務管理費において、電話料金の見込み増による役務費１８万円の増、防犯灯設置箇所増による光熱水費２０万円の増、１２ページに移りまして、項２ .徴税費  目２ .賦課徴収費においては、個人住民税の還付金の見込み増による５０万円の増、項４ .選挙費  目４ .統一地方選挙（県知事及び県議会議員）選挙費におきまして、投開票に係ります管理者、立会人並びに職員の人件費、ポスター掲示板設置・撤去委託に係る経費など２４３万８ ,０００円の増、総務費の合計につきまして、人件費の減と合わせまして２０１万８ ,０００円の減額をお願いするものです。  １４ページから１５ページをお開きください。  款３ .民生費  項１ .社会福祉費における主なものといたしまして、保険基盤安定負担金が確定したことなどにより、国民健康保険特別会計への繰出金といたしまして５４３万６ ,０００円の増、後期高齢者医療特別会計への繰出金といたしまして６４万７ ,０００円の増、１６ページに移りまして、項２ .児童福祉費におきまして、子ども・子育て会議開催回数の増による委員報酬費３万６ ,０００円、子ども・子育て関連３法案例規整備支援業務委託に係る経費として５４万円、児童手当支給見込み者増による４４８万５ ,０００円の増をお願いするもので、民生費の合計といたしまして３ ,０３９万２ ,０００円の増額をお願いするものです。  １８ページに移りまして、款４ .衛生費  項１ .保健福祉費  目２ .予防費におきまして、犬の登録管理システム更新に係る経費等として４９万７ ,０００円の増をお願いするもので、衛生費の合計といたしまして、人件費の１ ,０４１万３ ,０００円の増と合わせて１ ,１０５万８ ,０００円の増額をお願いするものです。  １９ページに移りまして、款５ .農商工業費におきましては、人件費のみで４９万４ ,０００円の増額をお願いするものです。  ２０ページに移りまして、款６ .土木費  項３ .都市計画費  目２ .公共下水道費に
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おきましては、下水管の布設がえによる工事費の増による公共下水道事業特別会計繰出金６８７万９ ,０００円の増をお願いするもので、土木費の合計といたしまして、７８４万６ ,０００円の増額をお願いするものです。  ２２ページに移りまして、款７ .消防費におきましては、人件費関連で３５万円の増額をお願いするものです。  款８ .教育費におきましては、人件費関連で８２万５ ,０００円の減額をお願いするものです。  ２５ページに移りまして、款９ .公債費におきましては、長期償還金利率の見直しによる元金の６４万３ ,０００円の増及び市町村財政健全化支援事業の繰り上げ返済に係る元利償還に係る費用６９３万５ ,０００円の増をお願いするもので、合計７５７万８ ,０００万円の増額をお願いするものです。  ７ページにお戻りください。２ .歳入の部でございます。  款９ .地方交付税におきまして、普通交付税４ ,０８２万５ ,０００円の増、款 13.国庫支出金におきまして、主なものといたしまして児童手当及び保育緊急確保事業の国庫負担等により８８０万４ ,０００円の増、８ページに移りまして、款１４ .県支出金におきましては、主なものといたしまして、国民健康保険医療費助成及び統一地方選挙委託金等により４１９万６ ,０００円の増、款１９ .諸収入におきまして、後期高齢者医療給付費負担金返還金といたしまして８０５万８ ,０００円の増をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ６ ,１８８万３ ,０００円の増額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５億３ ,５４５万１ ,０００円となります。  次に、日程第７、議案第５４号、平成２６年度川西町国民健康保険特別会計補正予算についてでございます。  ５ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  款１ .総務費につきましては、平成２６年度人事院勧告及び人件費執行見込額などにより９６万１ ,０００円の減、款８ .保険事業費につきましては、平成２６年度人事院勧告により２３万４ ,０００円の増、款１０ .諸支出金につきましては、平成２５年度財政調整交付金償還金等として４８万６ ,０００円の増額をお願いするものです。  ４ページをお開きください。２ .歳入の部でございます。  款９ .繰入金  項１ .他会計繰入金におきまして４１０万４ ,０００円の増、項２ .基金繰入金におきまして４３４万５ ,０００円の減額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ２４万１ ,０００円の減額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度国民健康保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億５ ,４８４万６ ,０００円となります。  次に、日程第８、議案第５５号、平成２６年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算についてでございます。  ７ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  
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款１ .総務費につきましては、平成２６年度人事院勧告及び人件費執行見込みなどにより３２６万８ ,０００円の減、及び介護保険制度改正に伴うシステム改修によ る ２ ７ ７万９ ,００ ０円の増、款２ .保険給付費  項 １ .介護サービス等諸費につきましては、介護サービスの利用実績が当初の見込みより増えたことによるもので、目４ .施設介護サービス給付費におきまして１ ,２７０万円の増、目８ .居宅介護サービス計画給付費におきまして２００万円の増、８ページに移っていただき、項５ .特定入所者介護サービス等費につきましても利用見込みの増によるもので、３７５万円の増額、款３ .地域支援事業費  項２ .包括的支援事業費につきましては、人件費のみで６３万５ ,０００万円の減額をお願いするものです。  ５ページをお開きください。２、歳入の部でございます。  介護事業の利用実績見込みの増に係るもので、款１ .保険料  項１ .介護保険料にお き ま し て ３８７万５ ,０ ０ ０円の増、款４ .国庫支出 金  項１ .国庫負担金 に おきまして２８６万８ ,０００円の増、項２ .国庫補助金におきまして９２万３ ,０００円の増、款５ .支払基金交付 金  項 １ .支払基金交付 金 に お きま し て ５ ３ ５万１ ,０００円の増、６ページに移っていただき、款６ .県支出金  項１ .県負担金におきまし て ３ １ ２万９ ,００ ０円の増、款８ .繰入 金  項 １ .一般 会計繰入 金 に お き ま して２ ３ ０万４ ,０ ０ ０円の増、その他、款４ .国庫支出 金  項 ２ .国庫補助金 に お いて介護保険システム改修事業国庫負担金の１３９万８ ,０００円の増、その他一般会計からの事務費繰入金として１３８万１ ,０００円の増額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ１ ,７３２万６ ,０００円の追加補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度川西町介護保険事業勘定特別会計の総額は、歳入歳出それぞれ７億６ ,８６８万３ ,０００円となります。  次に、日程第９、議案第５６号、平成２６年度川西町介護サービス事業勘定特別会計補正予算についてでございます。  ５ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  款１ .総務費につきましては、平成２６年度人事院勧告及び人件費執行見込みなどにより１０３万５ ,０００円の減及び介護保険制度改正に伴うシステム改修による ７ ０万２ ,０ ０ ０円の増、款２ .サービス事 業費  項 １ .居宅サービス事 業費につきましては、消費税増額に伴う介護報酬改正により、認知症対応型共同生活介護委託費１１万９ ,０００円の増額をお願いするものです。  ４ページをお開きください。２ .歳入の部でございます。  款１ .サービス収入において、認知症対応型生活介護施設利用者見込み減による８２万６ ,０００円の減、前年度繰越金による６１万２ ,０００円の増額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ２１万４ ,０００円の減額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度川西町介護保険介護サービス事業勘定特別会計の総額は、歳入歳出それぞれ１億１ ,３９５万４ ,０００円となります。  次に、日程第１０、議案第５７号、平成２６年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算についてでございます。  
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５ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  款１ .総務費につきましては、平成２６年度人事院勧告及び人件費執行見込みなどにより２８万３ ,０００円の増、款２ .後期高齢者医療広域連合納付金におきまして保険基盤安定負担金が確定したことにより、３６万４ ,０００円の増額をお願いするものです。  ４ページになります。続きまして、２ .歳入の部でございます。  款３ .繰入金におきましては、人件費関係及び保険基盤安定負担金が確定したことによる歳出の減に伴い、一般会計からの繰入金について６４万７ ,０００円の増額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ６４万７ ,０００円の増額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７７２万９ ,０００円となります。  次に、日程第１１、議案第５８号、平成２６年度川西町公共下水道事業特別会計補正予算についてでございます。  ４ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  款１ .公共下水道事業費につきましては、平成２６年度人事院勧告、人件費執行見込み等及び国道バイパス整備に伴う下水管移設工事費用の増額により、６８７万９ ,０００円の増額をお願いするものです。  ２ .歳入の部でございます。  款３ .繰入金におきまして、６８７万９ ,０００円の増額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ６８７万９ ,０００円の増額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度川西町公共下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億３ ,８４０万３ ,０００円となります。  次に、日程第１２、議案第５９号、平成２６年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算についてでございます。  ６ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  款２ .公債費におきましては、市町村財政健全化支援事業の繰り上げ返済に係る元利償還に係る費用５９０万円の増額をお願いするものです。  ５ページをお開きください。２ .歳入の部でございます。  款３ .諸収入におきましては、回収管理組合返戻金として３２万６ ,０００円の増、款４ .県支出金におきましては、市町村財政健全化支援事業補助金として２７万４ ,０００円の増、款５ .町債におきましては、市町村財政健全化支援事業の無利子貸付金として５３０万円の増額をお願いするものです。  以上により、歳入歳出それぞれ５９０万円の増額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ３ ,１８７万９ ,０００円となります。  次に、日程第１３、議案第６０号、平成２６年度川西町水道事業会計補正予算についてでございます。  ３枚目をお開きください。収益的支出でございます。  
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款１ .水道事業費用  項１ .営業費用につきましては、平成２６年度人事院勧告、人件費執行見込み等により１０６万円の増、川西町水道施設整備計画業務委託を見送ったことによる１ ,３３７万円の減額をお願いするものでございます。  以上 に よ り 、収益的支出 第 １款水 道 事 業費用  第 １ 項 営 業費用 に お い て １ ,２ ３１万円の減額補正をお願いするもので、これにより、平成２６年度川西町水道事業会計の収益的支出第１款水道事業費用は、２億６ ,１３６万１ ,０００円、第１項営業費用は２億６０１万９ ,０００円となります。  以上が平成２６年度補正予算関係でございます。  続きまして、条例の一部改正等、予算外議案について御説明いたします。  日程第１４、議案第６１号、川西町議会議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正について及び日程第１５、議案第６２号、一般職の職員の給与に関する条例の一部改正の２議案でございます。  議案第６１号、川西町議会議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正について、２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、平成２６年度の人事院勧告による一般職の給与改定に準じ、議会議員及び特別職の賞与額の改定と財政非常事態宣言終結による特別職の給与月額の一部カットを廃止することによる条例の一部改正を行うものです。  議案第６２号、一般職の職員の給与に関する条例の一部改正につきましても、人事院勧告による国家公務員の給与改定等に準じ、本町の一般職の職員給与を改定することによる条例の一部改正を行うものです。  次に、日程第１６、議案第６３号、職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、税滞納者に対する徴収、道路維持・補修・現場管理、用地交渉業務を特殊勤務手当から除外することによる条例の一部改正を行うものでございます。  次に、日程第１７、議案第６４号、川西町国民健康保険税条例の一部改正についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、地方税法施行令の一部改正に伴い、金融所得課税の一体化等の見直し等により、本条例の一部改正を行うものです。  次に、日程第１８、議案第６５号、川西町心身障害者医療費助成条例の一部改正についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、精神障害者医療費助成事業の実施に伴い、障害に関する本条例の事業対象者等の定義等を見直し、一部改正を行うものです。  次に、日程第１９、議案第６６号、川西町国民健康保険条例の一部改正についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、健康保険法施行令等の一部改正による出産一時金の金額の見直しにより、
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本条例の一部改正を行うものです。  次に、日程第２０、議案第６７号、川西町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例制定について及び日程第２１、議案第６８号、川西町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定についての２議案でございます。  議案第６７号、川西町地域包括センターの職員等に関する基準を定める条例制定について、２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、第３次地域主権改革一括法により介護保険法が改正され、これまで国により定められていた基準等を条例により定めるものです。  議案第６８号についても同様でございます。  次に、日程第２２、議案第６９号、企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、水道料金滞納者に対する徴収業務等の特殊勤務手当を廃止することによる条例の一部改正を行うものです。  次に、日程第２３、議案第７０号、川西町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律の施行に伴い、当該条例中に引用しております児童扶養手当法の改正による条番号がずれたことにより、その修正のために条例の一部改正を行うものです。  次に、日程第２４、議案第７１号、川西町議会の議決すべき事件に関する条例の制定についてでございます。  ２枚目「条例の概要」をお開き願います。  これは、天理市との定住自立圏形成協定の締結を行うために条例を制定するものです。  以上でございます。何とぞよろしく慎重審議賜りますよう、お願い申し上げます。 議   長（松本史郎君）   説明が終わりましたので、ただいまより審議に入ります。  日 程 第 ５ 、承認 第 １ ０ 号 、 平 成 ２ ６ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分について、質疑ございませんか。         （「なし」と呼ぶ者あり）  議   長（ 松 本史 郎君 ）   質疑がな いよ う で すの で 、討論を省略し、採決い たし ま す。 お諮りいたします。  本件について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。         （挙手する者あり）  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   賛成全員 によ り 、 本 案件 は 、原案 の と お り承認 す るこ とに決しました。  
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お諮りいたします。  日 程 第 ６ か ら 日 程 第 ２ ４ ま で の １ ９ 議 案 に つ き ま し て は 、 １ ２ 日 に 審 議 し たいと思いますが、これに御異議ございませんか。          （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長（松本史郎君）   異議なしと認め、さよう決します。  続き ま し て 、 日 程 第 ２ ５ 、 諮 問 第 ２ 号 、 日 程 第 ２ ６ 、 諮 問 第 ３ 号 、 人権擁護委員候補 者 の推薦に つ い て の ２ 議 案 を 一括議 題 と い た し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に御異議ございませんか。             （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長（松本史郎君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   日 程第 ２ ５及 び 第 ２ ６、 諮 問 第２ 号 及 び 第３ 号 、 人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。  諮 問 第 ２ 号 に つ き ま し て は 、 現在人権擁護委 員 と し て就任し て い た だ い て おりま す葛原の り子委 員再任に 関 す る推薦に つ い て 、 諮 問 第 ３ 号 に つ き ま し て は 、 現在人権擁護委 員 と し て就任し て い た だ い て お り ま す 村瀬怜二委 員 の任期満了に伴う後任と し て 、岩井良則氏の推薦に つ き ま し て 、 議 会 の意見を 求 め る も の で ご ざいます。  以上 で ご ざ い ま す 。 何 と ぞ よ ろ し く 御 審 議 賜 り ま す よ う 、 お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 議   長 （ 松本 史 郎君 ）   た だい ま 説明 の あ り まし た 諮 問第 ２ 号 に つい て は 、異 議がないと答申したいと思いますが、御異議ございませんか。             （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長（ 松 本史 郎君 ）   異 議 なし と認 め 、 異議 が ない と答申 す るこ と に決 しま し た。 続き ま し て 、 諮 問 第 ３ 号 に つ い て 、 異 議 が な い と答申 し た い と 思 い ま す が 、御異議ございませんか。             （「異議なし」と呼ぶ者あり）  議   長（ 松 本史 郎君 ）   異 議 なし と認 め 、 異議 が ない と答申 す るこ と に決 しま し た。 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。  本日の会議は、これをもって散会といたします。  なお、１０日と１１日は休会とし、１２日午前１０時より再開いたします。  どうもありがとうございました。           （午前１１時４９分  散会）  
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平成２６年川西町議会第４回定例会会議録 (再 開) 

 

 招集年月日   平成２６年１２月１２日  

 招集の場所   川 西 町 役 場 議 場  

 開 会        平成２６年１２月１２日   午前１０時 宣告  

 出 席 議 員 １番 勝島 健  ２番 堀  格  ３番 伊藤彰夫  ４番 石田三郎   ５番 今村榮一  ６番 松本史郎  ８番 森本修司   ７番 寺澤秀和    ９番 杉井成行  10番 中嶋正澄  11番 芝 和也  12番 大植 正  
 

 欠 席 議 員          

 地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
町 長 竹村匡正           副町長 森田政美   

 教育長  山嶋健司          理事兼総務部長 河井美樹   

 会計管理者 寺澤伸和        福祉部長 下間章兆  

 

産業建設部長 松本雅司      教育次長  栗原 進  水道部長心得 福本哲也  
 総務課長 奥 隆至        財政課長 西村俊哉   

 まちづくり推進課長 安井洋次  

  
  監査委員 木村 衛  

 本会議に職務のため出席した者の職氏名 議会事務局長 髙間隆弘  

  議会事務局 髙木敬子   

 モニター係 飯田浩之  

 本日の会議に付した事件   別紙議事日程に同じ  

   

  会議録署名 議員の氏名   議長は会議録署名議員に次の２人を指名した  

 ９番  杉井成行  議員 10番  中嶋正澄 議員     
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川西町議会第４回定例会（議事日程） 

   平成２６年１２月１２日（金）午前 10 時 00 分再開 
   日程 議案番号 件           名 

第１    議案第５３号     質疑・討論  ～ 議案第７１号  採決                                                                                                                                                            
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（午前１０時００分  再開）  議   長（松本史郎君）   皆さん、おはようございます。   これより第４回定例会を再開いたします。  ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって、議会は成立いたしました。   それでは、これより本日の会議を開きます。      日 程第 １ 、先日 上 程 さ れま し た議 案 第 ５ ３ 号、 平 成２ ６ 年 度 川 西町 一 般会 計 補正 予 算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ７ １ 号 、 川 西 町 議 会 の 議 決 すべき 事 件 に 関 す る 条 例の制定についてまでの１９議案について一括議題といたします。   過日、当局より提案説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。   質疑通告により、１１番  芝和也君。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   それで は 、過 日 説 明 のあ り ま した １ ９ 議 案の うち、補 正予算 で 一 般 会 計 、介護保険事 業 の 事 業勘定 、それ か ら介護保険のサービス勘定 、 水道 事 業 会 計 に つ い て 、それ ぞ れ 予 算 の 執 行 状 況 に つ い て お伺い い た し ま す 。それか ら 、 条 例 関 係 で ２ 本 、 ６ ２ 号 の給与の見直し に 関 す る も の と ７ １ 号 の 議 会 の 議決事件についてであります。  まず、 一 般 会 計 で す け れ ど も 、 地域交通の取り組みが 本 格稼働し て い る と ころで あ り ま す 。 こ の 地域交通の 運 行 を ど う し て い く の か と い う 中 か ら懸案 で 出 て いま すデマンドの乗合タクシーの 問 題 で あ り ま す け れ ど も 、その 検討に つ い て は 、現 時点で は 検討の俎上 に は 上 が っ て い な い と い うふう に聞い て い る と こ ろ で あ りま す が 、その辺の 理由と 、それ か ら 、 こ れ か ら先、 地域交通の 問 題 に 関 し て 、その辺はどういうふうに方向性をお考えか、お示しいただきたいと思います。  続き ま し て 、駅前整備の取り組みで あ り ま す 。 規模は 、 こ の 間広報 を通じ住民に も周知さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 いずれ に し て も 、 本 町 の 人口規模を どう し て い く の か 、その増に向け て取り組む課題 の 一 つ と い う こ と で の取り組みでは あ り ま す が 、 人口動態を見据えた場合の取り組みと し て 、 人口規模が伸び て いか な い と い う の が 、基本的に全国で今、 日 本 の 人口動態と し て 出 て い る 問 題 で すの で 、その辺、 人口規模か ら し て 、 こ の駅前整備全体の 規模の縮小と い う こ と では 、 町 長 御 自身は ど の よ う に お考えか 。その辺の 事 業 計画の 規模の 適 正 の 度合いについて御所見をお伺いしたいと存じます。  次 に 、介護保険の 事 業勘定 で あ り ま す 。 こ れ は 、介護保険法 の 改 定 に伴い まして 、来年 度 か ら 要支援の取り組みが 保険か ら外れ ま し て 、市町 村 事 業 と い う こ とに な っ て 、その うち、 い わゆるデイサービスと かヘルパーさ ん の利用 で す と か 、こ う い うやつ が市町 村 事 業 と い うふう に振り 分 け ら れ る こ と に な り ま し た 。今のと こ ろ 、 現 行 のサービスが あ っ た も の が な く な る と い う わ け に は い か な い の で 、引き続きサービスは確保 す る と い うふう に聞い て い ま す け れ ど も 、 まずその辺について確認をしておきたいと思います。  それ か ら 、 事 業 計画の見直し 年 次 が来て い ま し て 、 次 期 事 業 計画に つ い て今計画を 立 て て い る最中 で す け れ ど も 、その 中 で 、 地域区分 の割合が も と も とゼロで
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あ っ た も の が 、近隣、郡山市と か天理市と か の 関 係 で １ ０％と い う こ と に な っ てま い り ま し て 、それ がストレートに １ ０％か か り ま す と 、 一気に 保険料等も 上 がっ て く る と い う こ と か ら 、 現在、激変緩和と い う こ と で ３％で取り組ま れ て い ます け れ ど も 、 こ れ が今度 の 改 定 で １ ０％に 上 が っ て い く か ら 、 保険料に跳ね返らざ る を得な い と い う こ と で あ り ま し た が 、今検討を進め て い る 中 で 、 ３％で い ける と い うふう に話は聞い て い る と こ ろ で あ り ま す が 、そう い っ た こ と と基金 の取り崩し等で 保険料は で き る だ け跳ね 上 が ら な い よ う に取り組ま れ て い る と こ ろ であります。  現 時点で は 、横滑り と い い ま す か 、 １ ０ ４％程 度 と い う こ と で あ り ま す け れども 、その辺、 保険料に反映し な い 、 保険料が跳ね 上 が ら な い よ う に 、 本 町 が こ の間取り組ん で き た財務力 を生か し た取り組みと し て ど う い う 問 題 を お考えか 、その 中身に つ い て お示し い た だ き た い と 思 い ま す 。 ま た 、財源の工面の仕方 と か も政策的な判断で い ろ い ろ な 方 法 は あ る と 思 い ま す が 、その辺、 い か に捻出 さ せ ていくか、そこら辺のお考えをお伺いするところであります。  次 に 、 ５ ６ 号 の介護保険のサービス勘定 、ぬく も り の郷で の取り組みで あ ります が 、経営的に は収支がほぼと ん と ん と い うふう に伺っ て お り ま す 。 あそこ で の取り組みで あ り ま す け れ ど も 、今後、需要 は ど ん ど ん膨ら ん で い く こ と も あ り ます が 、その辺、 受 け皿と し て ど う い うふう に こ れ か ら の経営 を考えて い か れ る のか 、 ま た 、 現在収支と ん と ん と い う 状 況 で す の で 、その辺、経営的な観点か ら する と 、キャパを広げ て い っ たほう が 、 規模を大き く し たほう が経営的に は功を奏す る と い うふう に聞い て い ま す け れ ど も 、その辺の見通し 、 方途に つ い て お伺いしたいと思います。  次 に 、 水 道 事 業 で す 。 こちら は 、 現在、 水 道 事 業 計画その も の を大き く見直して い る最中 で あ り ま す 。 自己水 を な く し て県水 を直結 し て つ な い で 、その辺、ポンプ圧送し て い る電気代と か も県水 を つ なぐこ と で な く な っ て い く よ う な こ と から も 、経費も 一 部落ちる 、そう い う よ う な こ と か ら 、料金 を跳ね 上 が ら さ な い よう にその辺の 事 業 計画を進め て い る と い う最中 で あ り ま す け れ ど も 、その辺、当然料金体系も、事業計画を見直す中で検討の俎上には出てくると思います。  そこ で 、今、基本料金 を取っ て い ま す け れ ど も 、従前 か らリサーチを し て います け れ ど も 、全住民に 対 し て 行 き渡っ て い るサービスで す の で 、 一 般 行 政サービスと全く 何 も変わ る こ と の な い 事 業 で あ り ま す か ら 、 も う基本料金 を外し て 、 １０ ０％従量式で進め て い く お考えは な い か 、その辺の基本料金 に 対 す る 一 般 会 計からの繰り入れも含めた工面の方法についてお伺いをいたします。  以上が補正予算関係です。  次 に 条 例 関 係 で 、 ６ ２ 号 の 一 般職の職員 の給与の 条 例 で あ り ま す が 、今回 、本年度０ .３％上がって、２７年度から２％下がるという説明を受けているところであ り ま す 。その他も ろ も ろ の動き が あ り ま す が 。そもそも国家公務員 に 対 す る基準で ど う な の か と い う 一 つ の 指 数 と し てラスパイレス指 数 が あ り ま す け れ ど も 、それでいくと、本町の場合は９１ .１ということでありますので、このことからの



 - 36 -

本 町職員 の給与水準に 関 し て ど う い う 認識を お持ちか 、その辺を伺っ て お き た いと存じます。  それ か ら 、 ７ １ 号 の 定住自 立圏構想の 関 係 で 、 中心市と な り ま す天理市と の間で こ れ か ら 結 ん で い く 協 定 、その 議 決 を し て い く 手続の 条 例 で あ り ま す 。 こ の 条例 、今般 提 案 さ れ て い る内容は 、その 協 定 の締結 、変更、廃止に向け て の 議 決 案件 と い う こ と で 、 議 決 を す る た め の 手続を す る 議 案 と い う こ と で あ り ま す の で 、ど う い う取り組みを し て い く の か と い う こ と に つ い て の 中身に は直接関 係 す る もの で は あ り ま せ ん 。 で す か ら 、 こ の 手続を踏ん だ 上 で 、今後天理市と の 間 で具体的な取り組みをそれ ぞ れ の 分野で 結 ん で い く と い う こ と に な っ て く る か と 思 い ます が 、 も う 議 会 議 決 案 件 に な る こ と は あ り ま せ ん の で 、 中身に つ い て は 、形の 上で は白紙委任に な るの と同じよ う に 思 いま す が 、その辺の 認識は い か が お持ちか。ま た 、形の 上 で い わゆる取り組み全体を網羅す る た め の 協 定 を 結 ぶ 議 決 案 件 を今度 の 議 会 で 手続を踏む議 案 と し て踏ん で お い て 、 一旦協 定 を 結 ぶ と い う こ と で 議決 を し ま す と 、 あ と 、取り組みの 中身、天理市と 事 業 の 中身を い ろ い ろ細か く 結ん で い く と き は 、その都度 議 会 に か け な く て も よ い と 、 こ う い うふう に伺っ て いるところでありますが、その辺の確認をしておきたいと思います。  それ と 、以後結 ん で い く 事 業 に 関 し て は 、当然議 会 の同意も得、住民の 皆 さんの合意も得て進め て い くべき も の と存じま す が 、 現在、その辺の 事 業 の内容に つい て具体的に ど う い う取り組みを持っ て い こ う と し て い る の か 、選定 の具体化をどういうふうに考えておられるのか、お示しいただきたいと思います。  以上であります。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   芝議員 の 御質 問 に 対 し まし て 、地域交通並 びに介護保険事業 、介護保険サービス事 業 、 水 道 事 業 、 議 決 事 件 に つ い て は 各担当部局よ り お答えい た し ま す 。 私 か ら は 、駅前整備並 び に給与の見直し の 件 に つ い て お答えさ せていただきます。  まず、駅前整備に つ い て で ご ざ い ま す が 、近鉄結崎駅周辺整備に つ い て は 、住民の 皆 様 の安心安全及 び交通結節点と し て の機能向上 な ど 、駅周辺に お け る課題や問 題点の 解 決 に向け て 、 平 成 ２ ３ 年 度か ら 本 格的に取り組み、 御存じの と お り、昨年 度 、近鉄結崎駅周辺整備基本 計画を策定 い た し ま し た 。 現在は 、 町 が策定 した基本 計画に基づき近鉄と 協 議 を 重 ね て お り 、 ま た 、国や県か ら の 補助メニューを担当部局と折衝す る な ど 、 平 成 ２８年 度 か ら の工事着工へ向け て取り組ん で いるところでございます。  事 業 と い た し ま し て は 、 現 時点で こ の 計画ど お り進め て い く こ と を考えて お り 、まずは 本 町 の最重 要課題 で あ り ま す踏切の拡幅に 関 す る 事 業 か ら と 、優先順 位 をつけ、順次取りかかってまいりたいと思っております。  駅舎に つ き ま し て は 、高額な費用 が見込ま れ る 中 、 で き る だ け 長 期 の持ち出しを少な く す る た め の努力 を し つ つ 、 事 業効果や財政 状 況 を十分 に見き わ め な が ら進めていきたいと考えておるところでございます。  
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次に、給与の見直しについてでございます。  給与水準の 認識に つ い て と い う こ と で ご ざ い ま す が 、ラスパイレス指 数 が どのよ う な 水準で あ れば妥当な の か と い う の は わ か り ま せ ん け ど も 、 過去数 年 間 の 本町 のラスパイレス指数 の推移、 ま た県内町 村 の 平均、 特 に磯城郡３ 町 と比べる と、特段違和感はない状況なのかなと思っております。  本 町 の給料表に つ い て は国の基準に よ り作成 し て お り 、国は １ ０級制 、 本 町は７級制 を採用 し て お り 、国の １級か ら ７級を採用 し て い る た め 、その 部 分 に お いてラスパイレス指 数 が国よ り も低く な っ て お り ま す 。 し か し な が ら 、 平 成 ２ ４ 年度 と 平 成 ２ ５ 年 度 に東日 本大震災の復興事 業 の財源と す る た め 公務員給与が引き下げ ら れ た と き に は 、大多 数 の 自 治体が給与の引き下げ を 行 い ま し た が 、 川 西 町と し て は 、ラスパイレス指 数 が ９ ０％程 度 で推移し て お っ た こ と か ら 、給与の引き下げ を 行 い ま せ ん で し た 。 よ っ て 、 平 成 ２ ４ 年 、 ２ ５ 年 は お おむね １ ０ ０ のラスパイレス指数となっております。  な お 、 一 般職の給与に つ い て は 、今後も国の基準に準じて 対応し て ま い り たいと考えております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   理事。  理 事兼総務部長 （河井美樹君 ）   私 のほう か ら は 、議 案 第５ ３ 号 の 一 般会 計 、地域交通の具体的な 検討に つ い て で ご ざ い ま す が 、 平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 か ら住民の 足 と して 運 行 し て お り ま すコミュニティバス・ 川 西 こ す も す 号 は 、試行 、 実 証 と 運 行 を重 ね て ま い り ま し て 、 現在で は住民生活に欠か す こ と の で き な い も の に な り つ つあ る 状 況 で す 。 ま た 、 平 成 ２ ６ 年 ７ 月以降の 本 格稼働に移行 し て か ら も 、変わ りな く住民の 皆 様 方 に 御利用 い た だ い て お り 、 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 に策定 い た し ま し た川 西 町 地域公共交通計画に基づき 、 現 時点で 本 町 に合っ たバス形式の 運 行 を継続してまいります。  し か し な が ら 、今後も 本 町 の 公共交通の あ り 方 に つ い て は 、バス形式やい わゆるデマンドタクシー形式を含め 、住民の代表の 方々、鉄道 、バス、タクシー業 者な ど の交通事 業 者 、国、県、警察な ど の 各 関 係機関 で構成 す る 地域公共交通会 議の場で引き続き検討してまいりたいと考えております。  次 に 、 議 案 第 ７ １ 号 、 議 会 の 議 決 すべき 事 件 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て でござ い ま す 。 議 員 の 説 明 の 御趣旨は 、今後天理市と 定住自 立圏形成 協 定締結 に つ いて は 、 本 条 例 に基づき 議 会 で の 議 決 を経る が 、具体的な 中身に つ い て は 議 会 の同意な し で進め る の で は な い か と い う 御懸念及 び今後の 事 業選定 の具体化は ど う かということだと思います。  定住自 立圏形成 協 定締結後、今後想定 す る 予 定 と い た し ま し て は 、具体的な取り組みを記載す る 定住自 立圏共生ビジョンを策定 す る こ と と な り ま す 。 こ れ に つき ま し て は 、 委 員 の構成 に つ い て は未定 で ご ざ い ま す が 、圏域市町 村 の 地域の 関係 者 で構成 す る （仮称）共生ビジョン懇談会 で の 検討を経た 上 で 、首長 及 び 議 会の皆様方への説明を行った後に策定する予定でございます。  
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ま た 、共生ビジョンに基づく 事 業 実 施 に は費用 が伴う も の と な り ま す の で 、予算化に 関 し て は 、当然議 会 で の 御承認 を得る も の と な り ま す 。繰り返し に な り ます け ど も 、 事 業選定内容の具体化に つ い て は 、今後ま た 中心市と の個別 協 議や前述の (仮称 )共生ビジョン懇談会での検討を経て進めてまいります。  私のほうからは以上です。  議   長（松本史郎君）   下間福祉部長。  福祉部 長 （下間章兆君 ）   私 のほう から 、 議 案 第５ ５ 号 、介護保険事業 並 び に第 ５６号、介護保険サービス事業につきまして回答させていただきます。  まず、 １点目の介護保険法 改 正 に よ る 要支援１ 、 ２ の 方 のサービスの市町 村事業への移行についてでございます。  今回 の介護保険法 に お き ま し て は 、 要支援１ 、 ２ の 方 が 現在受 け て お ら れ る予防サービスの うち、訪問介護と通所介護に つ い て は 、 こ れ ま で全国一律の 予防給付 事 業 か ら 、財源は介護保険と同様 で あ り ま す が 、 町 が 地域の 実 情 に応じた 多 様な取り組みを可能と す る 地域支援事 業 に移行 す る こ と に な り ま す 。移行後も 現在の利用 者 の 方 に 対 しサービスの低下と な ら な い よ う 、今ま で と同様 のサービスを提供で き る環境を構築す る た め に 、サービス事 業 者 の 指 定 、サービス報酬の基準等の設定等、 さ ま ざ ま な準備が 必 要 な こ と か ら 、 施 行 時 期 に つ き ま し て は ２ 年 間の猶予期間が設けられております。  本 町 に お き ま し て も 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 か ら の 施 行 に向け準備を進め るべく 、現在策定 中 の介護保険事 業 計画策定 委 員 会 に お き ま し て も 、 こ の旨御 審 議 い た だ いて い る と こ ろ で 、 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 の 定 例 会 に お き ま し て 、その旨条 例 改 定 案 を 上程させていただきます予定でございます。  ２ 番目の財務力 を生か し た介護保険料の抑制 対策と い う こ と で 、先ほど も 申しま し た と お り 、 現在、介護保険事 業 計画を策定 委 員 会 に お い て策定 中 で あ り ま すが 、その 中 で 、今後の 人口推移、高齢化率を見ま す と 、 人口は減少傾向に あ り 、高齢化率は増加傾向にあります。平成２６年１０月１日現在の人口８ ,７８４人、高齢化率３０ .１％、団塊の世代の方が全て７５歳以上になる平成３７年では、人口８ ,０ ３ ２ 人 、高齢化率３ ３ .７％と予測し て お り ま す 。介護認 定 者 も 現在の４０ ２ 人 か ら ５８６ 人 に増加す る と見込ん で お り 、当然介護給付費も増加す る も のと予測しております。  その財源を賄う 第 １ 号被保険者 の 保険料に つ き ま し て は 、 平 成 １ ２ 年 の 制 度開始の基準月額は２ ,４１７円、現在、第５期では４ ,６６２円と、２ ,２４５円増加し て お り ま す 。 次 期介護保険料に つ き ま し て は 、 こ の １ ２ 月 １ 日 か ら 、 現 時点での介護保険事 業 計画素 案 に つ き ま し て住民の 皆 様 か ら の意見募集 を さ せ て い た だい て お り ま す 。その 中 に お き ま し て 、 保険料の軽減策に つ き ま し て 、 現在、 平 成２５年度末で介護保険準備基金が６ ,７００万円ほどございますので、その準備基金のうちの６ ,０００万円を取り崩すことによりまして、月額が６０９円抑制できる と い う よ う に判断し て お り ま す 。そうい う形で 提 案 さ せ てい た だ い て お り ま す。  今後に つ き ま し て も 、介護保険に つ き ま し て は目的を持っ た 事 業 で ご ざ い ます
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の で 、取り崩す基金 が な い場合に お い て は 、 一 般 会 計 か ら の繰り 出 し基準以外の政策的な繰り出しはすべきでないと考えております。  な お 、 保険料抑制 に つ き ま し て は 、 要介護状態に な る原因の 一 つ で あ り ま す脳卒中や心疾患、糖尿病といったメタボ関連疾患が２８ .４％を占めており、それらの生活習慣病を 予防す れば一 部防げ る と い う よ う に考える と こ ろ で す の で 、 保険年 金課で 実 施 し て い る 特 定健診の充実 を図り ま し て 、 ま た 、 関節疾患や骨折、転倒による原因も２２ .９％あり、これらロコモティブシンドローム関連の疾病を予防す る た め に 、 保健センターに お い て 実 施 し て い る健康ウオークやスクエアステップ体操な ど の参加者 を増やし 、壮年 期 か ら の健康づく り の取り組みも推進し 、また、認知症による原因も１５ .３％あります。これにつきましても、長寿介護課で 実 施 し て い る 元気にゆっ く り 会やす こやか生き活き講座に お き ま し て 、脳の健康教室な どへの高齢者 の参加を促し ま し て 、高齢者 の健康づく り に 対 す る支援の充実 を図り 、 ま た 、 各老人クラブさ ん で 行 わ れ て お り ま すサロン活動な ど を通じま し て引き こ も り 対策を し て い た だ き 、介護予防事 業 を充実 さ せ 、 要介護状態にな ら な い 、 あ る い は 要介護度 が悪化し な い よ う な 対策が 必 要 で あ る と考えて お ります。  ３ つ目の介護サービス事 業 の拡充に つ き ま し て で す が 、今後増加す る介護認定者 のサービスの 受 け 手 で あ るぬく も り の郷デイサービス事 業 とグループホーム事業 の 規模の拡大に つ き ま し て は 、デイサービス事 業 は 、 御存じの と お り 平 成 １ ２年 ７ 月 開所時 に お き ま し て は 定 員 ２ ０ 名 、その後平 成 １ ４ 年 に ２ ５ 人 、 平 成 １ ６年 に ３ ０ 人 と 、 定 員 の増加を図っ て き ま し た が 、 現在の利用 状 況 を見ま す と 、デイサービスを 行 う 事 業所の増加も あ り 、 定 員 ３ ０ 名 に 対 し 、 平均登録 者 ２ ５ 名 となっております。このことから、さらなる定員の増加は現在考えておりません。  ま た 、グループホームに お き ま し て も 、 開所当時 か ら 定 員 ９ 名 で 運 営 し て おりま す が 、 議 員 お述べの よ う に 、経営面で見ま す と 、ワンユニット９ 名 で 運 営 す るよ り も 、ツーユニット１８名 で 運 営 す るほう が効率的で あ る と は考えま す が 、大規模な増改築が 必 要 と な る こ と か ら 、 事 業 の拡大に つ き ま し て は 現 状考えて お りません。  な お 、 現在、ぬく も り の郷グループホームで は ７ 名 、 地域密着型サービスの指定 を 行 っ て い る近隣、三宅町 、安堵町 、天理市に あ る ３カ所に お き ま し て ６ 名 、計 １ ３ 名 の 方 が利用 さ れ て お り ま す 。 認知症のほう も増加す る傾向に あ り ま す ので 、初期 の 対応が 重 要 で あ る と考えて お り ま す 。 次 期介護保険事 業 に お き ま し ても、地域包括ケアシステムを構築し、対応していきたいと考えております。  私のほうからは以上です。  議   長（松本史郎君）   福本水道部長。  水道部長心得（福本哲也君）   水道事業について御説明申し上げます。  水 道 事 業 の経費に は 、 水 道 水 を安全で安心な 水 を供給で き る体制 を維持す るため固定的に か か る経費と 、給水量の増減に応じて変動す る経費と が あ り ま す 。基本料金 は 、 こ の うち原則 と し て固定的に か か る経費を賄う こ と が で き る よ う に設
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定 さ れ て お り ま す 。固定的に か か る経費の 例 と い た し ま し て は 、 検針や料金収納に 要 す る経費、メーター設置費、 水 道 施設の維持管 理費な ど が あ り ま す 。近隣市町 村 と比較い た し ま し て も 、 本 町 の 水 道料金 はほぼ同水準で あ る こ と か ら 、 企 業会 計 は基本的に独立採算 で 運 営 さ れ るべき で あ る と い う姿勢を堅持し て ま い り たいと考えております。  以上でございます。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   まず、 予 算関 係 の 一 般会 計 か ら順 次再度 お尋ね を いた します。  地域交通は 方途を 検討し て い く と い う こ と で あ り ま し た 。 位置づけ と し て は、住民の移動手段の確保 と い う点で は 、 こ れ は 施策的に は 必 要 な 施策と い う 位置づけ を し な が ら 、その取り組み自体は ど う い う 方 法 が い い の か 検討し て い く 、 こ うい う話で あ っ た か と 思 い ま す 。 定住自 立圏構想も始ま る こ と で す し 、天理市と の間 で 中心市、近隣市の 関 係 で 、その 事 業 の取り組み、仮に 地域交通で 結べば、内容も大き く変更し て く る こ と に も な っ て く る と 思 い ま す 。その辺、 こ れ ま で はタクシー事 業所と の 関 係 で い い ま し て も 、 検討の 中 に お い て も な か な か 条 件 が 厳 しか っ た で す け れ ど も 、そう い う点で は 一歩前進し て い く の で は な い か と 思 っ て いま す 。その辺、突っ込ん だ 検討の内容を 、 こ れ か ら はそう い う こ と で も っ と具体的に 本 格的な 検討に移れ る な と い うふう な視点、視野は 、 現在お持ちか ど う か 、再度重ねてお伺いをいたします。  それ か ら 、駅前周辺整備は 、 計画に基づい て 順 次進め て い く と い う こ と で ありま し た 。 町 長 のビジョンで 、 と に か く 人口減少を ど う抑えて い こ う か と い う こ とか ら 、 企 業誘致・ 立 地促進と駅前周辺整備を す る こ と に よ っ て 人 を 呼 ん で こ よ うと 、 こ う い う こ と で あ り ま す 。福祉部 長 の 説 明 に も あ っ た よ う に 、 人口推移、動き と し て は減少傾向に あ る と い う こ と で あ り ま し て 、 町 長 は 、放っ て お い た らそう な る か ら 、それ を ど う と め て い く の か 、その た め の 施策と い う取り組みで あ りま す 。 た だ 、そこ はシビアに見て 、 規模に応じた周辺整備と い う の は当然必 要 にな っ て く る と 思 い ま す 。 特 に駅舎に 関 し て は 、 実際の利用 と で き 上 が っ て し ま った も の の 関 係 で い う と 、利用 す る 人 に 間 に合う 規模の駅舎と い う 部 分 でリニューアルす る と い う の は当然あ っ て し か るべき か と は 思 い ま す け れ ど も 、 こ れ か ら増やし て い く と い う 規模を想定 し て の駅舎の取り組みと い う こと に な っ て き ま す と、それは実際の現実問題としてどうなのかなという見方もあります。  その辺、 人口推移や条 件 、 状 況 、 ま た 、相手 、鉄道 会社と の 関 係 で い い ま す と 、川 西 町 が丸ご と抱えて維持管 理 し て い く な らば、鉄道 事 業 者 と し て もええよ う な話で あ り ま す け れ ど も 、 改札の機械の 数 で す と か券売機の 数 で す と か 、そん な んも 現 状 の ま ま維持な らば話は のむけ ど も 、仮に こ れ を １ つ増やし て い く と い う よう な こ と に な っ た ら 、その維持管 理 は も う全部市町 村 さ ん に お任せ し ま す よ と いう の が 、 一 般的な近鉄と の交渉の 中 で 出て き て い る話で も あり ま す の で 、その辺、規模を十分 に見き わ め た 検討と い う の が 必 要 に な っ て く る と 思 い ま す が 、 町 長 ご
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自身、その辺は ど う い うふう に お考えで あ り ま しょう か 。再度 重 ね て お伺い を いたします。  次 に 、介護保険事 業 で あ り ま す 。サービスは基本後退さ せ な い と い う こ と であり ま し た 。 で す か ら 、国と の 関 係 で い い ま す と 、市町 村 にそれ を下ろ し て く る とい う話に な り ま す の で 、 こ れ は 保険事 業 と し て は非常に お か し な話に な っ て き てま す け れ ど も 、 対住民の 間 で は 、 行 政 がその役割を 果 た し て い く と い う こ と で あり ま し た の で 、その 方向で大い に頑張っ て 、住民の暮ら し応援と い う 方向で 施策を持っていただきたいというふうに思います。  財源の工面、 こ こ ら辺な ん で す け れ ど も 、 政策的判断で繰り 入 れ は すべき でない と い う の が今の お答えで も あ り ま し た し 、従前 か ら のやり と り の 中 で 出 て き てい る基本的方向か と い うふう に 思 い ま す 。 た だ 、福祉部 長 の答弁で も あ り ま し たよ う に 、今度 の 事 業 計画で の 保険料の想定 に し ま し て も 、 必 要 な 事 業 規模を 出 しま す の で 、それ に見合う 保険料が 何ぼに な る か と い う と 、やっぱり 上 が っ て く ると 。積み立 て て る基金 が あ っ た の で 、それ を 入 れ る こ と に よ っ て 保険料の高騰を抑えていくという流れに今はなってきています。  いずれ に し ま し て も 、 人口推移か ら す る と 、給付 を 受 け る 、介護保険を利用する 人 の 数 は ど ん ど ん膨らみま す の で 、その膨ら ん だ 分 を お のずと 保険料で工面して い こ う と な る と 、 だ ん だ ん広が っ て い く 、値上 げ を し て い か な しゃあ な い と 、こ う い う流れ が介護保険の仕組みで す の で ね 。そう い う点で い う と 、今回 は基金が あ り ま し た か ら 、基金 を取り崩し て 、それ に よ っ て 保険料を抑えて る と い う こと な の で 、その辺は 自 治体の財源の工面の仕方 い か ん で は 、料金高騰に跳ね返らな い よ う に十分策を講じら れ る と 、 こ う い うふう に考える ん で す け れ ど も 、その辺、財源の工面の仕方 、 あ く ま で も 特 別 会 計 はそこ だ け維持す る と い う こ と で 行く の か 、 一 般 会 計 の 保健事 業 と か 予防の取り組みで介護保険の利用 者 が で き る だけ 出やん よ う に頑張る と い う よ う な 部 長 の 説 明 で し た け ど も 、 実際こ の介護保険会 計 を 運 営 し て い く と い う こ と で言えば、 一 定その辺の財源の工面の仕方 は 必 要に な っ て く る の で はな い か と 思 い ま す 。その辺は い か が お考えで あ り ま しょう か。  こ の介護保険の仕組み上 、料金 を 上 げ て い か な仕方 が な い 、 上 げ ざ る を得ないと い う仕組みが あ り ま す け れ ど も 、それ を抑える の が 自 治体の努力 だ と い うふうに考えま す が 、その辺、 い か が お考えで あ り ま しょう か 。再度 お尋ね を い た し ます。  サービス事 業 のほう は 、 規模は 、効率的に 行 こ う と 思 っ た ら増やし たほう がええけ ど も 、 改築し て い こ う と 思 っ た ら莫大な経費も か か っ て く る か ら 、今の と ころ は考えて な い と 、 こ う い う こ と で あ り ま し た 。 た だ 、効率的な 運 営 、官がやって るサービス事 業 で す の で 、その辺は大い に こ れ か ら も 検討し て い っ て 、利用 の皆 さ ん に と っ て は官がやっ て るメリットは十分 に あ り ま す の で 、その辺、経営的な効率を考えて の こ れ か ら先の 計画、 規模の拡大も含め た 、そう い う 計画を 出 しな が ら 、 計画に合わ せ て 順 次持っ て い く と い う よ う な こ と は 必 要 で は な い か と 思い ま す が 、その辺、い か が お考えで あ りま しょう か 。 重 ね てお尋ね を い た し ま す。  
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最後に 水 道 で す が 、 要 す る に 、県水 １ ０ ０％に 水 道 事 業 が変わ り ま す 。料金につ い て は近隣とそう差は な い と い うふう な こ と で あ り ま す の で 、差は ど う あ れ 、いずれ に し ま し て も考え方 と し て 、 よ う け使っ た 人 は た く さ ん払っ て も ら っ て 、少な か っ た 人 はそれ な り に払う と い う従量式の 計 算 に な っ て い ま す の で 、そう いう点で言う と 、基本料金 と い う の は 、基本 も う 要 ら ん の で は な い か と 。考え方 、料金設定 の つ く り 方 と し て 。 結局、 皆 さ ん全員 が使っ て い るサービスで す の で 、一 般 行 政サービスと全く 条 件 は同じで あ り ま す か ら 。 水 道 が つ な が っ た 地域とそう で な い 地域が あ れば、そこ に は差が当然生じて き ま す け れ ど も 、全住民が使って い る 、 行 き渡っ て い るサービスで す の で 、普通の 一 般 行 政サービスと全く同じ条 件 に あ る わ け で す か ら 、そう い う点で は 、考え方 と し て基本料金 の設定 と い うの は 必 要 で な い の で は な い か 、 も う 要 ら ん の で は な い か 、 こ う考えま す が 、その辺の こ と に つ い て ど う お考えか 。 す る 、 し な い は 別 に し て 、考え方 と し て ど う かということで御所見をお伺いしたいと存じます。  それ か ら 、 次 に 条 例 関 係 で 、給与水準で あ り ま す が 、近隣と比べて妥当やという お話で あ っ た か と 思 い ま す 。妥当と い う か 、 町 長 の表現 で は 、違和感が な い とい う こ と で お っ しゃっ て お ら れ ま し た 。先ほど 、震災対策の と き に よそが下げ たの で 、ラスが下が っ た か ら 、 うちも同じに な っ た と い う 説 明 の と お り 、 こ れ は 一つ の見方やと 思 い ま す 。ラスパイレス指 数 １ ０ ０ が 一 つ の基準に な っ て く る 。 だか ら 、そこへ合わ せ て い けば、 こ れ が 上 が り下が り す れば、 こ っちも 上 が り下がり す る と い う 関 係 に あ り ま す け ど も 、 いずれ に し て も 、給与基準、国の 人勧が 出て 、その 人勧に準拠 し て うちは変えて い き ま す け れ ど も 、その都度国も 上 が り下が り し て ま す け れ ど も 、その国の １ ０ ０ に 対 し て 、 うちは大体９ ０％前後で い てる と い う こ と は 、その 水準だ と い う話だ と 。 指標の見方 と し て はそう で は な い かな と い うふう に 思 い ま す 。 こ れ を引き 上 げ て い く と い う こ と が 、職員給与の考え方 、見方 と し て は 必要 に な っ て く る の では な い か と い うふうに 思 い ま す け れ ど も、その辺、今こ れ を １ ０ ０ に 上 げ た か ら と い っ て 、給与が 上 が る 、 上 が ら な い と いう 問 題 で は な し に 、 い つ 人勧が 出 て給与改 定 をやっ た と し て も 、ラスパイレス指数 で見れば、国の １ ０ ０ に 対 し て うちは ９ ０％前後と い う の が 多 い で す か ら 、そう い う点で はその 水準で は な い か と 思 い ま す が 、その辺の見方 に つ い て 、 町 長 御自身はどう御認識されているか、いま一度お伺いしたいと思います。  議 決 事 件 に つ い て は 、白紙委任と違う 、 こ う い う こ とやっ た か と 思 い ま す 。予算 案 に か か っ て く る か ら 議 決 の 案 件 に な る し 、当然仕事 を し て い く と き に は 議 会に も 説 明 を し な が ら 行 く と い う こ と で す の で 、それ はそれ で当然の こ と か と存じま す 。 た だ 、仕組み上 、 行 政 の取り組みがほと ん ど網羅で き る よ う な形の 協 定 を天理市と の 間 で は構想の 協 定 と し て 結 んで お い て 、 一旦協 定を 結 ん で お き ま す と、あ と はその都度 中身の取り組みで 、 こ の 事 業 でやり ま しょう か 、 こ っちの 事 業 でやり ま しょう か と い う と き は 、その 事 業 で 結 ん で い く だ けやか ら 、 協 定 を わ ざ わざ 結 ぶ こ と は 要 ら んの で 、 議 決 案 件 に はな ら な い 。 だ か ら 、一旦最初に 結 ぶ の は、具体的事 業 と は 別 に し て 、仕組みと し て全体を網羅で き る よ う な構想の 協 定 を ま
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ず結 ん で お い て 、 あ と は個々は 議 会 の 議 決 に は載ら な い 事 業 の取り組みは 結 ん でい る 、 こ う い う こ と で の仕組み、 事 業 を進め て い く 、構想を進め て い く 、 議 会 議決 と の 関 係 の仕組みで言う と 、そう い う こ と で は な い で す か と い う こ と で 、 改 めてお伺いしたいと思います。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長（竹村匡正君）   まず、地域交通、デマンドの件でございます。  現在、 実 証 実験を 重 ね て き て 、 平 成 ２ ６ 年 ７ 月 か ら 本 格稼働し て 、 ま だ 日 も浅い の で 、 本 格稼働の 状 況 を見て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 地域公共交通会議 、 こ れ の 第 １ 回 が 本 年 度 ６ 月 に ご ざ い ま し て 、 こ れ は 本 格稼働前 で ご ざ い ま した 。 第 ２ 回 が １ ２ 月に 開 か れ る 予 定 で ござ い ま す の で 、 ま たこ の と き にバス事 業、デマンド事 業両面に お い て 検討し て い た だ け ればと考えて お る と こ ろ で ご ざ い ます。  次 に 、駅前整備に 関 し て で ご ざ い ま す が 、芝議 員 が お っ しゃっ て る の は 、 現状の 実際の利用 実績か ら考える と 、 過大投資に な る の で は な い か と い う よ う な意味合い の お話だ っ た と 思 う ん で す が 、 現在、鉄道 事 業 者 と も 協 議 を 重 ね て お っ て 、協 議 の 行 方 に よ っ て は 、駅舎の形な ど も変わ っ て く る か と 思 い ま す の で 、 まずは現在協 議 会 か ら 上 げ て い た だ い たプランを も と に 協 議 を進め て い き た い と考えておるところでございます。  次 に 、介護保険事 業 で ご ざ い ま す が 、 まず、 地域支援事 業 に移行 す る と い うこと に な っ て お り ま す 。 こちら に つ い て は 、 現 行サービスを維持し て い き た い と考えて お り ま す の で 、その辺に つ き ま し て 、 ど う い っ た費用等が発生す る か わ か りま せ ん の で 、 現 時点で は あ らゆる 方向を考えて い か な け ればな ら な い の か な と考えております。  一 般 会 計 か ら繰り 出 し で き な い の か と い う こ と な ん で す け ど も 、 私 と い た しまし て は 、 まずは介護予防を充実 さ せ て 、要支援か ら 要介護にな ら な い よ う に努め、そういった形で費用がかからないように努めてまいりたいと。  ま た 、今後高齢者 が増え、 人口が減っ て く る と 、それ ぞ れ の介護費用 の額が増えて い く 方向性に あ る と い う お話で す が 、その た め に も 人 を増やし て い く こ と でお の お の の介護費用 の基準額を下げ て い く こ と に努め る こ と が で き ればと考えておるところでございます。  次 の介護保険サービス事 業 、 こちら に つ い て は 、先ほど 部 長 か ら も答弁が ござい ま し た と お り 、 事 業拡大に つ い て は大規模な増改築も 必 要 で ご ざ い ま す の で 、現 状 は考えて い な い と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 で き れば民間 の 事 業 者 に も 町内に参入していただければと考えておるところでございます。  水 道 事 業 に 関 し ま し て は 、全住民が利用 し て い る の で 、基本料金ぐら い は 一般会 計 か ら繰り 入 れ て も い い の で は な い か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 私 と い た しま し て は 、 水 道 事 業 は 企 業 会 計 で ご ざ い ま し て 、独立採算 で 運 営 さ れ るべき と考えておりますので、現時点では考えておりません。  給料の見直し に つ い て 、 本 町 のラスパイレス指 数 は ９ ０％程 度 で あ り 、国の基
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準、 １ ０ ０ に近づけ る こ と は考えて い な い の か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、先ほど も 申 し 上 げ ま し た と お り 、 本 町 は ７級制 を採用 し て お る の で 、 ど う し て もそこで差が 出 て し ま う と 。県内の市町 村 の 状 況 を見ま す と 、 町 村 で あ れば、大方給与級数 も ４ か ら ７ を採用 し て お り 、市部 に 関 し ま し て は 、奈良市だ け １ ０ に な っ てお り ま す け ど も 、 ７ か ら８を採用 し て お り ま す の で 、 こ う い っ た 水準と い う の を見直さ な い と国に は近づけ な い の か な と考えて お り ま す け ど も 、 町 村 で ご ざ い ます の で 、 事 業 規模、職員 数 か ら い く と 、 現在の 水準が妥当で は な い か な と考えております。  あ と 、 議 決 事 件 に つ き ま し て は 、白紙委任で は な い か と い う こ と で ご ざ い ますが 、先ほど も 理 事 か ら 申 し 上 げ ま し た と お り 、共生ビジョン懇談会 で 検討さ れ た共生ビジョンに つ き ま し て は 、 議 会 の 皆 様 に 御 説 明 し ま す の で 、その 時点で 御意見を 賜 り た い と も 思 っ て お り ま す し 、 ま た 、 事 業選定 の具体化に つ い て も 、 中心市と の個別 協 議 で ご ざ い ま す の で 、 協 議 の 状 況 も 御 説 明 し ま す の で 、 ま た 議 員 の皆様からその時点で御意見を賜ることができればと考えております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   芝議員。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   一括し て ざっ と 行 っ てる の で 、な か な かやり と り が大変です が 、 町 長 の お っ しゃる こ と は 、それ はそれ で言わ ん と さ れ る意味は 、 私 は 私 なりに町長の思いは理解しているところです。  介護保険の 保険料の設定 の高騰を ど う抑える か と い う こ と で す け れ ど も 、 町長は 、 こ れ か ら 人 を増やし て い く こ と で 、その辺の 部 分 も低く抑えら れ て い く の では な い か と い う話で あ り ま し た け れ ど も 、高齢者 人口、 ６ ５歳以上 の 保険の 対象と な る 皆 さ ん の 人口がずっ と増えて い く と い う の は 、 町全体の 人口が動こ う が動く ま い が 、その層は 、今あ る 人口の 皆 さ ん が増えて い く と い う こ と に な り ま す ので 、 ど ん ど ん膨らみま す 。 だ か ら 、 ど う し て も利用 す る 皆 さ ん のサービスの利用量に よ っ て 事 業 の 中身が 決 ま っ て 、それ で 保険料を つ く る か ら 、仕組み上 、 上 がらざるを得ない、こういうことであります。  今回 、 地域区分 が １ ０％に な らずに ３％の ま ま い け る と い う こ と で あ り ま し て 、それ だ け で も料金 でい う と ４ ,７ ０ ０円か ら ４ ,９ ０ ０円の２ ０ ０円ぐら い の差がぱっ と 出 て く る わ け で す か ら 、 結構シビアにその辺も 出 て く る と 思 い ま す の で 、財源の工面と し て 、独立採算 は独立採算 で す し 、国保 と違っ て介護保険の 特 別 会計 は な か な か が んじが ら め に 保険で縛ら れ て る か ら 、 一 般 会 計 か ら 入 れ て い く とい う余地 は仕組み上 は あ り ま せ ん け れ ど も 、今期 の 事 業 計画を つ く る と き で も 、保険料が で き る だ け跳ね 上 が ら な い よ う に と い う こ と で 、その都度 た ま っ て い る基金 を取り崩し て 保険料の高騰を抑える と い う 手段を 実際使っ て い る の は 自 治体の努力 で す の で 、それ は 特 別 会 計 の 中 で の話で す け れ ど も 。 だ か ら 、そう い う基金 の 中身に 関 し て も 、財源の工面の仕方 と し て 自 治体と し て は努力 の仕方 が あ るの で は な い か 。その辺はぜひ検討し て も ら っ た ら と い うふう に 思 い ま す の で 、そこ ら辺は 町 長 御 自身も よ く注視し て も ら っ て 、 い か に し て抑えら れ る か 、その辺
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の 検討は 、担当と も 検討の 上 で大い に進め て い っ て い た だ き た い 、 か よ う に 思 いま す 。その辺の こ と で 、 町 長 御 自身は ど う 御 認識な さ っ て い る か 、 改 め て 御所見を伺いたいと思います。  それ か ら 、サービス事 業 のほう で す け れ ど も 、経営的に考える と 、今のキャパよ り も広く し たほう が効率が よ い と い う の は 、そう い うふう に 現場で も言っ て はる話で あ り ま す の で ね 。 だ か ら 、先ほど も聞き ま し た け ど も 、見通し の 上 で は 計画的にその辺も頭に 入 れ な が ら 、 すぐに は で き ま せ ん け ど も 、 計画と し て 、将来の見通し も含め てそう い っ た官が 行 うサービス事 業 と し て 、 計画の内容にその辺の経営的な効率性も考えた内容で の 計画を 入 れ て い く と い う の は 必 要 で は な い かと思いますけれども、その辺はどうお考えか、押さえておきたいと思います。  それ と 、最後の 議 決 案 件 、 定住構想の 問 題 で す け れ ど も 、 議 決 の 手続の仕組みとして―これもやりとりが一括ですので、なかなかかみ合いませんでしたけれども 、仕組みと し て 、それ ぞ れ の 自 治体の取り組みを全体的に 補 足 で き る よ う な内容の 定住自 立圏構想の 協 定 を 結 ぶ 、それ の締結 、変更、廃止、 こ れ の 議 決 が今般提 出 さ れ て い る 議 決 事 件 の 条 例 案 と い う こ と に な っ て い ま す の で 、仕組み上 、その都度 事 業 の取り組みを 議 決 し て い く こ と に は乗ら な い で す ね 。全体を網羅す る議 決 を し て お い て 、 あ と 事 業 を展開 す る と き は 、その都度 議 決 の 必 要 は あ り ま せん の で 、取り組みの 事 業 は進め ら れ て い く と 。 手続の仕組みと し てそう な っ て るということですねということを再度重ねてお尋ねをしておきます。  以上です。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   介護保険事業 に つ き まし て 、 要は財源工面、 一 般 会計 から介護保険事 業 に繰り 入 れ が で き な い の か と い う よ う な 御趣旨な の か な と は 思 う んで す け ど も 、基本的に介護保険料と い う の は ４ ０歳以上 の 方 が お支払い に な ら れる 分 で ご ざ い ま し て 、 いずれ ４ ０歳に な れば払う ん で す け ど も 、全住民が払っ てい る と い う よ う な 状 況 で も ご ざ い ま せ ん の で 、 一 定 のルールに基づい た 一 般財源の導入 は し て い ま す け れ ど も 、それ以上 の工面と い う の は 、 現 時点で は考えて おりません。  介護サービス事 業 に つ き ま し て も 、当初、ぬく も り の郷を建設し た と き に は、サービスさ れ る 事 業所が少な か っ た ん で す け れ ど も 、 現在で は 、先ほど も話が あり ま し た三宅町 、安堵町 、天理市に お い て も利用 者 が い る と い う と こ ろ で 、民間事 業 者 も介護サービス事 業 をやっ て お り ま す の で 、経営 の効率性と い う お話で ござ い ま し た ら 、民間 のほう も収益が絡ん で き ま す の で し っ か り考えて い る と 思 いま す の で 、民間 のほう に お任せ し た い と 現 時点で は 思 っ て お る と こ ろ で ご ざ い ます。  あ と 、 議 決 事 件 の仕組みに つ い て で ご ざ い ま す が 、 こ れ は こ れ と し て 、 こ ういっ た形で い い の で は な い か な と 。先ほど も 申 し 上 げ ま し た よ う に 、 定住自 立圏に基づく 事 業 を 実 施 す る際に は 、恐ら く全て費用 が発生し て く る も の で は な い か なと 思 っ て い ま す 。 予 算化に際し ま し て は 、当然議 会 で 御 説 明 申 し 上 げ 、 御承認 い
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た だ く も の で ご ざ い ま す の で 、仕組みと し て は先ほど 申 し 上 げ た と お り で よ ろ しい の で は な い か な と考えて お り ま す 。 （ 「 だ か ら 、全体を網羅す る 協 定 を 結 ん でお い て 、個々の 事 業 に取り組むと き に は 議 決 案 件 に は乗ら な い 、そう い う仕組みですねということです」と芝和也君呼ぶ）  はい、そういうことです。  議   長（松本史郎君）   次に、１番  勝島健君。  １ 番 議 員 （勝島  健君 ）   全１９ 議 案の うちの 議 案第 ６ ２号 、職員 の給与に 関す る 条例の一部改正に関しまして、１つ質疑させていただきます。  今回 、 人 事院勧告 に準じて 一 般職の給与の 改 定 が 行 わ れ る と い う こ と で す 。実際に 中身を見てみます と 、勤勉手当のほか 、給料表に つ い ても 改 定 が あ り ま し て、よ く よ く見る と 、 上 が るばっ か りじゃな く て 、下が る と こ ろ も あ る よ う で 、職員の皆さんは大変だなと思っております。  さ て 、 現在は勤勉手当が 年 ２ 回 、 一律の割合で支給さ れ て い る と聞い て お ります 。 一 般 質 問 で尋ね た こ と と 関連い た し ま す け ど も 、 人 事評価が 実 施 さ れ る よ うに な り ま す と 、その 結 果 が勤勉手当に今後は反映さ れ る よ う に な る と お聞き し まし た 。能力 が高く て し っ か り働い た 人 が 正 し く評価さ れ て 多 く の 報酬を得る と いうのは、組織全体の効率と能力を上げるために必要なことだと考えております。  職員 の勤労意欲を高め る た め に も 、 人 事評価の 結 果 を 報酬に反映さ せ る こ とは必 要 な こ と だ と 私 は考えま す が 、勤勉手当だ け で は な く 、昇給・昇格 あ る い は 管理職手当などに反映される意向をお持ちかどうか、町長にお尋ねいたします。  議   長（松本史郎君）   町長。  町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   人 事評価制度 は 、勝島議員 も 御認識の と お り、職員一 人 一人 の能力 開発と 人材育成 を図り 、職員 のやる気や向上心を高め 、組織の活性化を進めていく制度であると認識しております。  議 員 が 御 質 問 の と お り 、 現在、勤勉手当に つ い て は 一律の割合で職員 に は支給し て お り ま す 。 さ き の 一 般 質 問 に お い て 議 員 に 回答し た内容と 重複し ま す が 、今年 度 、 人 事評価検討委 員 会 を 立ち上 げ 、 人 事評価方 法 、 結 果 の活用 方針、任用 ・給与等への具体的な活用 手 順 、活用 方 法 を 決 定 すべく作業 を進め て い る と こ ろ でございます。  し か し な が ら 、 平 成 ２ ７ 年 度 に 人 事評価制 度 を 本 格導入 す る に当た っ て 、 私の考えと し て は 、 まずは 平 成 ２８年 度 の職員 の勤勉手当に 対 し て反映し 、その後、国や近隣自 治体等の 人 事評価制 度 の 状 況 を勘案 し 、昇給・昇格 な どへの反映も視野に入れて人事評価制度を構築していかなければならないと考えております。  以上です。  議   長（松本史郎君）   勝島議員。  １ 番 議 員 （勝島  健君 ）   ２８年 度 にと り あえず勤勉手当の評価か ら 入り 、その後は国あ る い は近隣自 治体の 様子を見な が ら 、導入 し て い け る か を 検討す る と い う こと で あ り ま し た け ど も 、国と い う の は な か な か動き が遅い も の で あ り ま す か ら 、ぜひと も 川 西 町独自 で で も少しずつ導入 し て い た だ い て 、 川 西 町 の職員 さ ん は よ
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く働く な と い う評価を得る よ う に 、ほか の 自 治体と比べた らちょっ と変だ ぞ と いうふう に 思える か もし れ ま せ ん け ど も 、決 し て変な こ と で もな い と 思 い ま す の で、ぜひとも積極的に取り組んでいただくことをお願いして、質問を終わります。  ありがとうございました。  議   長（松本史郎君）   これをもって質疑を終わり、これより討論に入ります。   討論ありませんか。   芝和也君。  11番 議 員 （芝  和也君 ）   それで は 、た だ い ま 審 議い た しま し た 議 案 第５ ３ 号、 平 成２ ６ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ７ １ 号 、 川 西 町 議 会 の 議決 すべき 事 件 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ま で の １ ９ 議 案 に 対 す る討論を 行 い ます。  態度表明は、全議案賛成の立場からのものであります。  まず、 ５ ３ 号 か ら ６ ０ 号 ま で の 一 般 会 計 並 び に 特 別 会 計 に つ い て で あ り ま す が 、予 算 関 係全体を通じて の給与の組みかえに よ る も の のほか 、 一 般 会 計 で は 、 申 告額の確定 に伴う還付 金 の支払い 、選挙準備、電算システム改修等々、 事務的経費の 調整が な さ れ 、国保 で は 、 保険基盤安定 の確定 に よ る歳入 の組みかえ、介護保険で は利用 実績の見直し に よ る増額、介護サービスで はグループホームの利用減に伴う歳入減、後期高齢者 で は基盤安定負担金 の確定 に伴う歳出増、下水 道 で は２ ４ 号線のバイパス工事 に伴う下水 管 の布設がえ、住宅新築資金 で は無利子の貸付 金 を利用 し た繰り 上 げ償還、 水 道 で は県の 事 業 に乗せ る こ と で の 付託事 業 の変更等々、 一連の 事務を 執 行 し よ う と す る も の で あ り 、 ど の取り組みも妥当な も のと判断いたします。  自 治体予 算 は 、 いずれ も住民生活に直結 す る も のばか り で あ り ま す の で 、 各予算 の 執 行 に当た り ま し て は 、 現下の住民の 皆 さ ん を取り巻く 状 況 に か ん がみま すれば、 ま す ま す暮ら し の応援策に傾注し た取り組みの強化が 求 め ら れ る 状 況 に あることは言うまでもありません。  来年 度 か ら は 、国の取り組みを通じて介護や年 金 、医療等々の誰も が避け て通れ な い 分野で の負担増が控えて い る こ と か ら も 、今後一層の財務に 対 す る見方や考え方 が ど う い う視点に 立 つ か で 、その使い 道 が大き く左右さ れ る こ と に直結 しま す の で 、住民の 皆 さ ん に と っ て 一 番身近な 行 政主体と し て の 本 町 が 、その意に沿い 、 願 い に応えら れ る よ う 、身近で役立 つ 町 政 と し て のその責務を 果 た さ れ んことを求めまして、いずれの補正予算案にも賛成するものであります。  次に、条例関係についてであります。  まず、６１号、６２号の給与関係条例２本についてであります。  ボーナスや勤勉手当は支給月 数 が 上 が り ま し て 、 特 別職は こ の 分野が反映される だ け で す の で 、給与の増額と な り ま す が 、 一 般職の場合は 別 の 事 情 が加わ り まし て 、 状 況 が 異 な り ま す 。給与月額が 人勧に準拠 し て 改 定 さ れ ま す の で 、今年 度は平均で０ .３％の増に対して、来年度からは平均で２％の減ということとなりまし て 、向こ う ３ 年 間 は減給保障が 実 施 さ れ る も の の 、若干の減額と な る見通し で
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あ り ま す 。 あ く ま で 人勧に準拠 し て の措置と は いえ、ラスパイレス指 数 も低い こと か ら も 、 こ の辺の調整も含め 、独自基準の構築も視野に 入れ るべき と存じま す。近隣自 治体間 で もその辺の基準の持ち方 は まちまちで あ り ま す か ら 、 こ れ は 自 らの判断の範疇に入るものと心得ます。  公務員給与が 地域社会 に お け る 一 つ の基準と し て 位置づけ ら れ て い る 時代にあっ て は 、その辺の影響も考慮し つ つ 、職員 の意欲向上 の妨げ と な る こ と の な い よう、今後とも職員の経済環境に注意を注がれるよう申し述べるものであります。  あ と 、 ６ ３ 号 、 ６ ９ 号 で 特殊勤務手当の見直し が 提示さ れ て お り ま し て 、 これは 日常業務の 中 で の も の と し て 一 部 を廃止す る と い う こ と で あ り ま す 。職員 の合意形成 が と ら れ て い る こ と も あ り ま す が 、それ以前 に住民の 皆 さ ん の 理 解 を得られ る支給が大事 で あ り ま す の で 、今般 の見直し は 、そう い う観点か ら も妥当な ものと判断いたします。  ６ ４ 号 の国保税条 例 は 、 地 方税法 施 行令の 一 部 改 正 に伴い 、 金融課税の 一体化等の見直し に よ り生じる所要 の 改 正 で あ り ま し て 、 特段意見を挟むも の で は あ りません。  ６ ５ 号 の心身障害者医療費助成 条 例 の 一 部 改 正 は 、既に 実 施 の 事 業 の 中身を条例 に 明文化す る も の で 、 ６ ６ 号 の国民健康保険税条 例 の 一 部 改 正 は 、 施 行令の 改正 に伴い 、医療保障制 度 に よ る費用 の減額に伴い 、総額で従前 の額に合わ せ る ため 、 出産一 時 金 の支給をその 分増額す る も の 、 ６ ７ 号 の 川 西 町 地域包括支援センターの職員等の基準を 定 め る 条 例 の 制 定 と ６８号 の 川 西 町 指 定介護予防支援事 業者 の 指 定 に 関 し 必 要 な 事 業 並 び に 指 定介護予防支援等の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 並 びに 指 定介護予防支援等に 係 る介護予防の た め の効果的な支援の 方 法 に 関 す る基準を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 第 ３ 次 地域主権改革一括法 に よ り 、 地 方 自 治体の 条 例 で取り組みを持つ こ と の 期限の到来に よ り 、 法 に基づく取り組みを 条 例 でく く る た め の措置で、 ７ ０ 号 の 川 西 町消防団員等公務災害補償条 例 の 一 部 改 正 は、法 改 定 に よ り 、その 部 分 の 条ずれ を修正 す る も の で あ り 、それ ぞ れ 必 要 に応じた措置で、問題のあるものではないと考えます。  最後に 、 ７ １ 号 の 川 西 町 議 会 の 議 決 すべき 事 件 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い てであります。  本 条 例 で言う 議 決 すべき 事 件 は 、 定住自 立圏構想の 中心市と な る天理市と の間で 結 ぶ同協 定 の締結 、変更、廃止に 関 す る 議 決 手続を 行 う た め の も の で 、 条 例その も の に は取り組みの 中身は含ま れ て い ま せ ん 。 自 治体の取り組み全般 を 補 足可能な内容で締結 す る と い う こ と で し て 、内容に つ い て の言及 は こ こ に は あ り ま せん 。 よ っ て 、 議 決 事件 の是非に つ い て は殊さ ら 問 題 に な る もの で は あ り ま せ ん が、質疑で も触れ ま し たよ う に 、形の 上 で は、取り組みの内容いか ん に か か わ り な く、その都度 議 決 の 必 要 が な い も の で あ る こ と は 、先ほど の 御答弁の と お り で あ り ます 。 竹 村 町 長 御 自身、そん な つ も り は毛頭お持ちで は な い で しょう が 、 事 を進める に当た っ て は 、構想を お持ちの段階で まずは住民の 皆 さ ん に も示さ れ ま し て 、その 問 題 に 対 す る大方 の合意を取り つ け ら れ た後に 事 に踏み切り 、 決 し て 事後報
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告にとどまることのないよう御留意いただくことを強く求めるものであります。  以上、今般提出の１９議案に対する賛成討論といたします。  議   長（松本史郎君）   ほかに討論ありませんか。  ２番  堀格君。  ２ 番 議 員（ 堀   格君 ）   賛成討論が重 な る のは余り望まし い こ とで は あ りませ ん が 、本年最後の議会ということでありますので、若干申し上げたいと思います。  各 議 案 に つ き ま し て賛成 で あ り ま す が 、その 中 で 、 議 案 第 ５ ５ 号 の介護保険の特 別 会 計 で あ り ま す が 、先ほど の 質疑の 中 で あ り ま し た け れ ど も 、 ど う し て も介護の 関 係 が ど ん ど ん増えて き て お り ま すの で 、 次 期介護計画の 立 案 に当た っ て は、恐ら くそう い っ た介護者 が増えな い よ う な 、先ほど も 質疑の 中 で 出 て ま し た け ども、御尽力を賜りたいというふうに思います。  それ か ら 、 議 案 第 ６ ２ 号 の 一 般職の職員 の給与の 関 係 で あ り ま す が 、 平 成 ２６年 は増えるほう で す か ら い い ん で す が 、来年 、 平 成 ２ ７ 年 か ら 、単純に い う と 、平均で ２％下が る と い う こ と で あ り ま す が 、 中身は 、若年層は据え置い て 、高齢者 の と こ ろ を下げ る と い う こ と で あ り ま す 。 結局、それ に該当す る高齢者 の 方 がディスカレッジし な い よ う に よ く 説 明 し て い た だ き た い と 思 う ん で す が 、基本的に 、我々も 実際そうやっ た ん で す が 、民間 が ５ ５歳か ら ６ ０歳に 定 年延長 す る とき に 、 ５ ０歳か ら の給与の伸び をぐっ と抑えて 、その財源を ５ ５歳か ら ６ ０歳への 定 年延長 の と き の財源を持ち込ん だ と い う経緯が あ り ま す か ら 、 ど う し て も民間 は ５ ０歳以上 の と こ ろ の給与が抑えら れ て い る わ け で あ り ま す 。今般 、 人 事院のほう は 、その辺の 状 況 を見て 、 結 果 と し て高齢者 の と こ ろ は ４％ぐら い下が ると い う こ と で あ り ま す の で 、 お し なべた ら ２％と い う こ と で す が 、その辺、民間と準拠 す る と い う 、その辺を十分 御 理 解 い た だ い て 、率直に 受 け と め て い た だ けるように十分な御説明をしていただければというふうに思います。  それ か ら 、 議 案 第 ６ ３ 号 の 特殊勤務手当の あ る意味で廃止で あ り ま す け ど も、その も の は 特 に 問 題 あ り ま せ ん が 、 こ う い う 手当を廃止す る と き は 、それ の見返り と し て 、 こ う い っ た 方 が 出 か け て い っ て 、戻っ て き た と き に い ろ い ろレポートを 書 か ざ る を得な い と 思 う ん で す 。極力そう い うレポートを 、 事務の合理化と いう観点か ら 、 定型的なフォームを つ く っ て 、簡単にメモ書 き が で き る よ う に 、そう い う こ と に よ っ て記録 が残さ れ て い く よ う な徹底し た 事務の合理化と い う観点から考えていっていただければというふうに思います。  それ か ら 、 議 案 第 ７ １ 号 の い わゆる天理市と の 協 定 に よ る も の で あ り ま す けども 、具体的な 中身は もちろ ん今後の 問 題 で あ り ま す か ら 、言及 は い た し ま せ ん けど も 、 お互い にメリットの あ る も の 、具体的な も の を早く取り 上 げ て話を進め ていっていただければというふうに思います。  川 西 町 の住民と し て 、残念な が ら 結崎の駅が早朝と夜は無人化さ れ ま し た けれど も 、 こ れ の有人化と い う の は 一 つ の悲願 で あ り ま す の で 、天理市と の 協 定 を 結ぶ 中 で 、 う ま く い けば川 西 町 の 結崎駅の乗り降り の 人口が増える と い う 手 だ て だっ てアイデアと し ては な い わ け で は あ りま せ ん の で 、そう いっ た こ と も踏まえて、
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活性化に向けて議論を進めていっていただければというふうに思います。  今年 も最後に な り ま し た が 、先ほど も 質疑を聞い て お り ま す と 、余り 明 る くない話が 多 か っ た と 思 う ん で す が 、 皆 さ ん の 御尽力 の お か げ で 、今年 度 か ら 実 施 いた し ま し た幼稚園の預か り 保育は非常に希望者 が 多 く て 、それ な り に 順 調 に推移を い た し て お り ま す し 、今年 はインフルエンザが早く も流行 の兆し が見えて い るわ け で あ り ま す が 、児童に 対 す るインフルエンザの 予防注射の 補助を し て い た だい て 、 ま こ と に 時宜的にタイムリーに当て た んじゃな い か と い うふう に 思 っ て おります。  こ う い う 明 る い材料も あ り ま し た 。そう い う意味で い い ま す と 、 本 年 も 皆 さんの御尽力でいい１年であったというふうに思います。  どうもありがとうございました。以上でございます。  議   長（松本史郎君）   ほかに討論ありませんか。             （「なし」と呼ぶ者あり）  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   ほかに討論が な い よ う です の で、討論を 終 わり 、 これ よ り採決に入ります。  お諮りいたします。  議 案 第 ５ ３ 号 よ り 議 案 第 ７ １ 号 ま で の １ ９ 議 案 に つ い て 、賛成 の 方 の挙手 を求めます。          （挙手する者あり）  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   賛成全員 によ り 、 各 案 件は 、原案 の と お り可決 い たし ま した。  過 日推薦を い た だ き ま し た 人権擁護委 員 の岩井良則氏に お越し い た だ い て おりますので、挨拶を受けることにいたします。  （岩井良則君  入場）  人権擁護委 員（岩井良則 君 ）   今回 、人権擁護委 員を さ せて も ら う梅戸の岩井と 申 します。  自 分 の勉強に も な る と 思 う の で 、頑張っ てやり た い と 思 っ て い ま す 。 ど う ぞよろしくお願いします。（拍手）  議   長（松本史郎君）   御苦労さまでした。お引き取り願います。  （岩井良則君  退場）  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   以上を もちま し て 、 本 定例 会 の日 程 は全て 終了い たし ま した。  閉会に当たりまして、一言お礼申し上げます。  議 員 各 位 に は 、 何 か と お忙し い折に も か か わ らず、 本 定 例 会 に 提 案 さ れ ま した諸 議 案 に つ き ま し て慎重 に 御 審 議 賜 り 、 か つ 議 会 運 営 に 御 理 解 あ る 御 協 力 を い ただきましたことに対し、議長として厚くお礼申し上げる次第でございます。  ま た 、 町 長 を初め 執 行機関 の 各 位 に お か れ ま し て も 、 審 議 の 間 、常に真摯な態度 を も っ て 御 協 力 いた だ き 、その 御苦労に 対 し て ま し て 厚 くお 礼 を 申 し 上 げ ま す。成 立 を見た 各 議 案 に つ き ま し て も 、 執 行 に当た り ま し て は 適切な る 運 用 を も っ て
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進め ら れ 、 町 政 の発展の た め 一層の努力 を い た さ れ ん こ と を お 願 い 申 し 上 げ る 次第であります。  い よ い よ 厳寒に向か い ま す折か ら 、 皆 様 に は く れぐれ も 御 自愛く だ さ い ま し て 、無事越年 さ れ 、 御 多幸な新春を迎えら れ ま す よ う お祈り い た し ま す と と も に 、 公人 と し て節度 を も っ て 行動さ れ ん こ と を 願 い ま し て 、簡単で は ご ざ い ま す が 、閉会の挨拶とさせていただきます。  閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。   町長。  町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   平 成２ ６ 年川 西 町 議 会 第４ 回 定例 会 の閉会 に当た り、 一言御礼を申し上げます。  本 議 会 に 提 出 い た し ま し た 各 議 案 に つ き ま し て 、慎重 に 御 審 議 を 賜 り 、全議案につきまして議決いただきましたことに厚く御礼申し上げます。  審 議 を通じ議 員 各 位 か ら 賜 り ま し た 御意見、 御 指摘を真摯に 受 け と め ま し て、今後の 町 政 に取り組ん で ま い り た い と考えて お り ま す の で 、 議 員 各 位 に お か れ まし て は 、 よ り 一層の 御 指導、 御 協 力 を 賜 り ま す こ と を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、閉会に当たっての御礼の挨拶とさせていただきます。  ありがとうございました。  議   長 （ 松本 史 郎君 ）   こ れを もちま し て 、 平 成２ ６ 年川 西 町 議 会 第４ 回 定例 会 を閉会いたします。  ありがとうございました。              （午前１１時１５分  閉会）  
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    地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。             平成２６年１２月１２日               川西町議会              議 長                                                 署 名 議 員                            署 名 議 員             



 - 53 -

  (議決の結果)    議案番号 件           名 議決月日 審議結果 承認第 10 号 平成 26 年度川西町一般会計補正予算の専決処分について 12 月 9 日 原案承認 議案第 53 号 平成 26 年度川西町一般会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 54 号 平成 26 年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 55 号 平成 26 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 56 号 平成 26 年度川西町介護保険介護サービス事業勘定特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 57 号 平成 26 年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 58 号 平成 26 年度川西町公共下水道事業特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 59 号 平成 26 年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 60 号 平成 26 年度川西町水道事業会計補正予算について 12 月 12 日 原案可決 議案第 61 号 川西町議会議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 62 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 63 号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 64 号 川西町国民健康保険税条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 65 号 川西町心身障害者医療費助成条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 66 号 川西町国民健康保険条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 67 号 川西町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例の制定について 12 月 12 日 原案可決 
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議案第 68 号 川西町指定介護予防支援事業の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について 12 月 12 日 原案可決 議案第 69 号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について 12 月 12 日 原案可決 議案第 70 号 川西町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 12 月 12 日 原案可決 議案第 71 号 川西町議会の議決すべき事件に関する条例の制定について 12 月 12 日 原案可決 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 12 月 9 日 原案推薦 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 12 月 9 日 原案推薦     


